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令和元年第２回臨時会の予定

令和元年第２回定例会の予定　

【請願書・陳情書
の提出について】
第２回定例会の審査
対象となる請願書・
陳情書の提出期限
は、５月２４日(金)
の午後５時(予定)で
す。詳しくは、議会
事務局までお問い合
わせください。

本会議（初日）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

予算決算常任委員会

福祉教育常任委員会

建設常任委員会

総務常任委員会

鉄道連続立体交差事業等検討特別委員会

本会議（最終日）

６月４日（火）

６月１３日（木）

６月１４日（金）

６月１７日（月）

６月１８日（火）

６月１９日（水）

６月２０日（木）

６月２１日（金）

６月２６日（水）

本会議５月１５日（水）

　今号の議会だよりは予算特集です。『令和元年度のまちづくり』について、市民の
皆様にもっと判りやすくお伝えできるように、全頁オールカラーを採用致しました。
広報委員会として編集を始めて一年が経ちましたが、これからも市議会のことをもっ
と身近に感じて頂けるように努力して参りますので、何卒よろしくお願い致します。

北名古屋市議会だより vol.65

≪皆さんの声をお聞かせください≫
　議会だよりをより充実させるため、
皆様からのご意見ご感想をお聞かせください。

●メール　  giji@city.kitanagoya.lg.jp
●ＦＡＸ　（0568）23-3140

議会事務局
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一般会計

特別会計（総額）

第１回定例会において審議された

平成３１年度予算の主な事業を

紹介していきます。

287億3000万円

169億7000万円

のまちづくり
予　算　特　集　　

協働と連携のまちづくり

マイナンバーカードを利用し全国のコンビニエ
ンスストア等で、住民票の写し、印鑑登録証明
書、戸籍関係証明書を発行するサービスに必
要となるシステムの構築を行う。

子どもたちの実践的な英語コミュニ
ケーション能力の向上を図り、グロ
ーバル社会の中で活躍できる人材の
育成を目指す。

北名古屋市学校施設長寿命化計画の
方針に基づき、体育館の改修及び校
舎の長寿命化改修工事の実施設計な
どを行う。

市内循環バス（きたバス）を運行し、さらな
る利便性の向上を図るため路線やダイヤ等の
見直しについての検討を行う。

徳重・名古屋芸大駅周辺地区で検討して
いる土地区画整理事業についての協議・
検討及び拠点施設整備に向け、民間活力
の導入を前提とした事業スキームの検討
を行う。

熊之庄保育園と薬師寺保育園を廃園し、幼保連携型認定こども園の
開園に向けて、施設整備費等の助成や周辺道路整備工事などを行
う。

子育てに係る経済的負担の軽減と子どもたちに質の高
い幼児教育の機会を保障する。

（イメージ図）

イラスト：地方公共団体
情報システム機構より

（計画素案）

どんなまちに
なるのかな～？

企業立地に伴う造成工事等を行う。

令和元年度
健康で生きがいを持って暮らせるまちづくり

快適で利便性の高いまちづくり
豊かな学びと心を育み
文化の薫るまちづくり

魅力的で活力あるまちづくり

コンビニ交付サービス事業　
４２４７万４千円

認定こども園の整備運営支援　 ４億５８６８万６千円

幼児教育・保育無償化　２億６０５９万４千円

グローバル人材育成に向けた
英語事業の実施
７８７０万２千円

小中学校整備事業
４億３３３２万９千円

徳重・名古屋芸大駅周辺まちづくり事業
１０２５万７千円

市内交通の充実　６９５５万８千円

北名古屋沖村西部土地区画整理事業
９億８４００万円

避難路、通学路等に面するコンクリー
トブロック塀等の撤去を実施する法
人、個人に対し助成を行う。

避難所となる小学校体育館に簡易型避
難用テントを購入する。

安全・安心で環境に
やさしいまちづくり

コンクリートブロック塀等撤去費補助
３００万円

災害用備品の購入　１８８万９千円
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　　平成３1年　　第1回定例会の結果　
　　　　　　 会期２６日間　２月２５日～３月２２日

今回の議案
条例等の改正・・・・・１０件　　　新年度予算・・・・・・・・・７件
補正予算・・・・・・・・４件　　　和解及び損害賠償の額の決定・１件
人事案件・・・・・・・１４件

議案番号 議　案　名　 議決結果

議案番号 議　案　名　 議決結果

全ての議案内容は、
北名古屋市ホームページの

「議案・請願とその審議結果」
をご覧ください。

今号では、色の付いている議案を
ピックアップします。
なお、議案質疑等は

委員会のページ（P15～P１8）に
掲載しております。

平成３１年度北名古屋市公共下水道事業特別会計予算について

北名古屋市下水道条例の一部改正について

和解及び損害賠償の額の決定について

北名古屋市農業委員会委員の任命について

全員賛成
原案同意

北名古屋市農業委員会委員の任命について

北名古屋市農業委員会委員の任命について

北名古屋市農業委員会委員の任命について

北名古屋市農業委員会委員の任命について

北名古屋市農業委員会委員の任命について

北名古屋市農業委員会委員の任命について

北名古屋市農業委員会委員の任命について

北名古屋市農業委員会委員の任命について

北名古屋市農業委員会委員の任命について

北名古屋市農業委員会委員の任命について

北名古屋市農業委員会委員の任命について

北名古屋市農業委員会委員の任命について

議案第20号

議案第21号

議案第22号

議案第23号

議案第24号

議案第25号

議案第26号

議案第27号

議案第28号

議案第29号

議案第30号

議案第31号

議案第32号

議案第33号

議案第34号

議案第35号

議案第36号 北名古屋市農業委員会委員の任命について

議案第1号

議案第2号

議案第3号

議案第4号

議案第5号

議案第6号

議案第7号

議案第8号

議案第9号

議案第10号

議案第11号

議案第12号

議案第13号

議案第14号

議案第15号

議案第16号

議案第17号

議案第18号

議案第19号

賛成多数
原案可決

全員賛成
原案可決

賛成多数
原案可決

全員賛成
原案可決

賛成多数
原案可決

全員賛成
原案可決

賛成多数
原案可決

全員賛成
原案可決

北名古屋市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について

北名古屋市職員の給与に関する条例の一部改正について

愛知県市町村職員退職手当組合を組織する
地方公共団体の数の減少及び規約の変更について

平成３０年度北名古屋市一般会計補正予算（第４号）について

平成３１年度北名古屋市一般会計予算について

平成３１年度北名古屋市土地取得特別会計予算について

北名古屋市廃棄物の処理及び清掃に関する
条例の一部改正について

平成３０年度北名古屋市後期高齢者医療
特別会計補正予算（第２号）について

平成３１年度北名古屋市国民健康保険特別会計予算について

平成３１年度北名古屋市後期高齢者医療特別会計予算について

北名古屋市医療費支給条例の一部改正について

平成３１年度北名古屋市介護保険特別会計予算について

北名古屋市子育て支援センター設置条例の一部改正について
北名古屋市児童館の設置及び管理に関する条例の一部改正について

北名古屋市遺児手当支給条例の一部改正について

平成３０年度北名古屋市北名古屋沖村西部土地区画整理事業
特別会計補正予算（第２号）について

平成３１年度北名古屋市北名古屋沖村西部土地区画整理事業
特別会計予算について

平成３０年度北名古屋市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について

北名古屋市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正についてインターネットで議会の録画中継や議案の
審議結果など様々な情報が見られます

ホームページは
こちらから

北名古屋市議会

　是非、この機会に市民の皆様の
アクセスをお待ちしております。

※通信料等はご利用者負担となります。

検 索
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平成３０年度北名古屋市北名古屋沖村西部土地区画整理事業
特別会計補正予算（第２号）について

平成３１年度北名古屋市北名古屋沖村西部土地区画整理事業
特別会計予算について

平成３０年度北名古屋市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について

北名古屋市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正についてインターネットで議会の録画中継や議案の
審議結果など様々な情報が見られます

ホームページは
こちらから

北名古屋市議会

　是非、この機会に市民の皆様の
アクセスをお待ちしております。

※通信料等はご利用者負担となります。

検 索
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北名古屋市廃棄物の処理及び
清掃に関する条例の一部改正について

条  例 可決北名古屋市子育て支援センター
設置条例の一部改正について

条  例 可決

北名古屋市児童館の設置及び
管理に関する条例の一部改正について

条  例 可決

　市内の資源集積所で、持ち去り行為が多発したため、資源物の持ち去り行為に対する罰則を定めました。
対象は市内に約１７０か所ある市の指定する資源集積所から、古紙や空き缶などの資源物を持ち去った場

合で、２０万円以下の罰金となります。

　地域子育て支援事業として、新たに子育て支援センターを設置するにあたり、事業内容の一部
を見直しました。

 　九之坪児童館を旧九之坪北保育園へ移転することにより、児童が安全に過ごすことができる場所
を提供します。

今回の一部改正により、罰則が規定されましたが、市及び自治会が管理する資源集積所から
持ち去る行為のみが対象となります。

子育て中の親子が気軽に集い、子育てについての相談
や交流ができる場として、健康ドーム子育て支援室
を、市内では５か所目となる子育て支援センターとし
て新たに設置します。

・東子育て支援センター「こあら」
・西子育て支援センター「にこにこ」
・北子育て支援センター「光の広場」
・南子育て支援センター「星の広場」
・北名古屋市健康ドーム子育て支援センター

現在の九之坪児童館

新しい九之坪児童館（旧九之坪北保育園）

平成31年4月～

NEW
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代
表
質
問

代
表
質
問

１
　
財
源
の
確
保
と
安
定
的
な
財
政
の
運
営

に
つ
い
て

　
合
併
特
例
事
業
債
が
平
成
３２
年
度
（
令
和

2
年
）
を
も
っ
て
最
終
と
な
り
、
財
源
の
確

保
が
大
変
厳
し
い
状
況
と
予
想
さ
れ
る
が
、

安
定
的
な
財
政
の
運
営
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

２
　
健
康
で
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
開
園
は
、

地
域
の
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
も
の
と

心
か
ら
期
待
す
る
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
や
（
仮
称
）
第
６
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
整
備
も
朗
報
で
あ
る
。
市
長
の
温
か
い
想

い
を
伺
う
。

３
　
安
全
、
安
心
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

に
つ
い
て

　
遊
水
機
能
の
大
半
を
占
め
る
農
地
の
宅
地

化
が
進
み
、
危
険
度
が
増
大
し
て
い
る
と
考

え
る
が
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。
ま

た
、
避
難
所
の
ト
イ
レ
の
改
修
整
備
も
進
め

る
べ
き
だ
が
、
そ
の
考
え
は
。

４
　
快
適
で
利
便
性
の
高
い
ま
ち
に
つ
い
て

　
名
鉄
犬
山
線
の
鉄
道
高
架
事
業
に
つ
い

て
、
徳
重
・
名
古
屋
芸
大
駅
周
辺
地
区
の
土

地
区
画
整
理
事
業
と
と
も
に
、
関
係
機
関
や

平
成
３１
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

市
政
ク
ラ
ブ
　
　
永
津
　
正
和

１
　
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
財
源
で
行

う
幼
児
教
育
、
保
育
の
無
償
化
に
つ
い
て

　
本
年
１０
月
か
ら
幼
児
教
育
、
保
育
の
無
償

化
が
実
施
さ
れ
る
が
、
認
可
外
保
育
施
設
を

認
可
施
設
へ
移
行
で
き
る
よ
う
支
援
の
充
実

が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
保
育
士
の
処
遇

改
善
を
図
り
な
が
ら
、
「
量
の
確
保
」
と

「
質
の
向
上
」
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
あ
ら
た
め
て
市
長
の
子
育
て
支

援
に
対
す
る
具
体
的
な
計
画
、
ま
た
決
意

は
。

２
　
児
童
虐
待
防
止
に
つ
い
て

　
痛
ま
し
い
事
件
が
後
を
絶
た
な
い
中
、
本

市
に
お
い
て
も
理
不
尽
な
暴
力
か
ら
子
ど
も

を
守
る
な
お
一
層
の
取
組
を
進
め
る
べ
き
。

現
状
の
対
策
を
踏
ま
え
市
長
の
考
え
は
。

３
　
安
全
、
安
心
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

に
つ
い
て

①
　
い
ざ
と
い
う
時
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

機
能
さ
せ
る
た
め
に
も
、
行
政
が
旗
振
り
役

と
な
り
、
住
民
へ
の
周
知
を
急
ぐ
と
と
も

に
、
社
会
全
体
の
防
災
教
育
の
あ
り
方
を
改

め
、
お
互
い
が
助
け
合
う
力
を
増
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
に
備

え
た
防
災
意
識
社
会
へ
の
転
換
に
つ
い
て
、

市
長
の
考
え
は
。

②
　
住
民
一
人
一
人
が
災
害
時
の
行
動
を
シ

ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
」
や
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
作
る

「
地
区
防
災
計
画
」
な
ど
の
防
災
対
策
を
、

市
長

市
長

地
元
と
今
後
さ
ら
に
協
議
検
討
を
進
め
る
べ

き
だ
が
、
市
長
の
考
え
は
。
ま
た
、
二
子
地

区
に
整
備
さ
れ
る
余
熱
を
利
用
し
た
温
水
プ

ー
ル
に
つ
い
て
多
様
な
連
携
と
あ
る
が
、
そ

の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
。

５
　
協
働
と
連
携
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

①
　
自
治
会
に
つ
い
て
、
市
で
実
態
調
査
を

実
施
し
、
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
・

助
言
を
行
う
考
え
は
。

②
　
名
古
屋
市
と
の
合
併
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
と
今
後
の
対
応
は
。

③
　
豊
山
町
と
本
市
の
連
携
は
地
域
の
発
展

に
不
可
欠
と
考
え
る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

い
か
に
普
及
さ
せ
て
い
く
か
が
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
、
す
ぐ
に
で
も
取
組
む
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

４
　
災
害
時
に
一
人
で
は
避
難
で
き
な
い
高

齢
者
や
障
害
者
な
ど
避
難
行
動
要
支
援
者
を

ど
う
守
っ
て
い
く
の
か
に
つ
い
て

　
平
常
時
と
災
害
時
が
連
動
し
た
実
効
性
あ

る
支
援
体
制
の
構
築
、
そ
し
て
訓
練
が
必
要

で
あ
る
。
本
市
の
災
害
時
要
援
護
者
対
策
を

重
点
事
業
に
位
置
付
け
、
展
開
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

５
　
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
に
つ
い
て

　
２
０
３
０
年
ま
で
に
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ

れ
な
い
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
が
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採

択
さ
れ
た
。
そ
の
取
組
の
理
念
は
本
市
が
進

め
る
ま
ち
づ
く
り
に
相
通
じ
る
と
考
え
る
。

こ
の
理
念
の

も
と
、
市
民

と
と
も
に
本

市
の
政
策
指

標
や
目
標
達

成
を
目
指
せ

な
い
か
、
市

長
の
所
見
を

伺
う
。

１
　
消
費
税

率
引
き
上
げ

に
よ
る
財
源
で
行
う
幼
児
教
育
、
保
育
の
無

償
化
に
つ
い
て

　
認
可
施
設
へ
の
移
行
に
つ
い
て
、
事
業
主

と
の
連
携
を
図
り
、
助
言
指
導
等
を
適
切
に

行
う
こ
と
に
つ
き
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
保

育
と
い
う
大
事
な
仕
事
を
担
う
人
の
確
保
と

質
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。
今
後
は
児
童
福

祉
施
設
の
整
備
計
画
（
案
）
に
基
づ
き
、
老

朽
化
の
進
む
施
設
の
整
備
に
も
取
組
む
。

２
　
児
童
虐
待
防
止
に
つ
い
て

　
本
市
で
は
専
門
部
局
と
し
て
福
祉
部
に
家

庭
支
援
課
を
配
置
し
、
児
童
虐
待
の
予
防
、

早
期
発
見
、
早
期
支
援
に
努
め
て
い
る
。
今

後
も
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
と
早
期
対
応

に
努
め
る
。
併
せ
て
、
子
ど
も
と
そ
の
家
庭

に
対
す
る
見
守
り
、
適
切
な
支
援
を
図
っ
て

い
く
。

３
　
安
全
、
安
心
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

に
つ
い
て

①
　
行
政
、
市
民
、
企
業
等
の
全
て
が
災
害

リ
ス
ク
に
関
す
る
知
識
と
心
構
え
を
共
有
し

た
う
え
、
災
害
に
対
抗
す
る
、
こ
う
し
た
社

会
へ
の
転
換
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

理
解
す
る
。
行
政
に
課
せ
ら
れ
た
役
割
と
し

て
、
施
設
の
改
修
や
防
災
思
想
の
普
及
啓
発

を
粘
り
強
く
行
う
。

②
　
地
区
防
災
計
画
の
普
及
は
防
災
意
識
社

会
の
実
現
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
計
画
と
、
運
用
の
主
体
と
な
る
自
主
防
災

団
体
が
必
要
で
あ
る
。
既
に
先
進
的
な
活
動

を
し
て
い
る
団
体
も
あ
り
、
こ
う
し
た
自
主

的
な
動
き
に
対
し
、
市
は
当
然
支
援
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
同
時

に
、
そ
う
し
た
活
動
を
紹
介
し
た
り
、
計
画

を
立
ち
上
げ
て
い
た
だ
け
る
環
境
づ
く
り
に

も
積
極
的
に
取
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

４
　
災
害
時
に
一
人
で
は
避
難
で
き
な
い
高

齢
者
や
障
害
者
な
ど
避
難
行
動
要
支
援
者
を

ど
う
守
っ
て
い
く
の
か
に
つ
い
て

　
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
に
つ
い
て
、
登
載

へ
の
同
意
や
要
件
以
外
の
方
で
も
広
く
申
出

い
た
だ
け
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
。
ま
た
、

実
際
の
避
難
行
動
等
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

皆
様
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
自
主

防
災
会
や
民
生
委
員
等
と
の
情
報
共
有
や
訓

練
を
通
じ
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
地
域

支
援
者
の
確
保
を
図
り
た
い
。

５
　
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
に
つ
い
て

　
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
で
あ
る
第
２

次
総
合
計
画
に
示
し
て
い
る
「
目
指
す
べ
き

ま
ち
の
姿
」
や
「
持
続
可
能
な
地
域
」
へ
の

方
向
性
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
ス
ケ
ー
ル
は
違
う
も

の
の
、
理
念
は
同
じ
と
認
識
す
る
。
今
後
も

総
合
計
画
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
り
、
誰
も

取
り
残
さ
な
い
社
会
を
作
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視

点
を
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

施
政
方
針
に
つ
い
て

公
明
党
　
　
猶
木
　
義
郎

６
　
新
し
い
ふ
る
さ
と
北
名
古
屋
の
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
、
市
民
と
夢
を
語
ろ
う
に
つ
い
て

　
以
前
市
政
ク
ラ
ブ
の
議
員
が
「
西
春
駅
前

に
新
し
い
人
の
流
れ
、
に
ぎ
わ
い
に
つ
い

て
」
の
質
問
を
し
た
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う

な
動
き
が
あ
っ
た
か
。
ま
た
、
北
名
古
屋
市

と
言
え
ば
何
と
い
う
も
の
が
無
い
中
、
『
九

之
坪
城
の
再
建
』
を
核
に
し
て
、
市
民
と
歴

史
に
想
い
を
馳
せ
、
本
市
の
将
来
を
語
っ
て

は
ど
う
か
。
市
長
の
前
向
き
な
考
え
を
伺
う
。

１
　
財
源
の
確
保
と
安
定
的
な
財
政
の
運
営

に
つ
い
て

　
積
極
的
な
企
業
誘
致
等
市
税
の
増
収
に
つ

な
が
る
施
策
を
進
め
て
い
る
。
今
後
地
方
債

の
発
行
額
の
抑
制
に
努
め
る
と
と
も
に
、
公

共
施
設
の
長
寿
命
化
や
民
間
活
力
の
導
入
な

ど
に
よ
り
、
将
来
の
財
政
負
担
を
軽
減
・
平

準
化
す
る
こ
と
で
、
計
画
的
で
安
定
的
な
財

政
運
営
を
図
っ
て
い
く
。

２
　
健
康
で
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
家
族
や
保
護
者
、
必
要
と
す
る
皆
様
が
待

ち
望
ん
で
い
る
こ
と
。
そ
れ
ぞ
れ
開
園
開
所

に
向
け
邁
進
し
て
い
く
。

３
　
安
全
、
安
心
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

に
つ
い
て

　
新
川
の
抜
本
的
な
改
修
を
、
県
に
重
ね
て

強
く
要
望
す
る
と
と
も
に
、
避
難
所
と
な
る

小
学
校
体
育
館
の
ト
イ
レ
も
順
次
整
備
を
進

め
た
い
。

４
　
快
適
で
利
便
性
の
高
い
ま
ち
に
つ
い
て

　
昨
年
、
鉄
道
高
架
事
業
に
つ
い
て
、
段
階

的
な
施
工
の
合
意
を
鉄
道
事
業
者
に
得
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
土
地
区
画
整
理
事
業

は
、
来
年
度
、
地
権
者
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

検
討
会
議
を
発
足
さ
せ
る
予
定
。
プ
ー
ル
に

つ
い
て
も
、
平
成
３３
年
（
令
和
3
年
）
秋
ご

ろ
の
供
用
開
始
を
目
標
に
実
施
設
計
を
進
め

て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ま
と
ま
り
次

第
報
告
し
た
い
。

５
　
協
働
と
連
携
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

①
　
今
後
地
域
で
何
を
解
決
す
べ
き
か
を
明

ら
か
に
し
つ
つ
、
困
難
を
抱
え
る
地
域
と
課

題
解
決
に
向
け
て
共
に
考
え
、
支
援
し
て
い

く
。

②
　
今
後
も
引
き
続
き
多
角
的
な
視
点
で
研

究
し
、
市
民
の
皆
様
に
よ
り
深
く
考
え
て
い

た
だ
け
る
機
会
を
提
供
し
て
い
く
。

③
　
市
と
し
て
の
自
主
性
、
自
立
性
を
前
提

と
し
な
が
ら
、
近
隣
市
町
村
と
の
連
携
に
取

組
む
。

６
　
新
し
い
ふ
る
さ
と
北
名
古
屋
の
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
、
市
民
と
夢
を
語
ろ
う
に
つ
い
て

　
駅
前
活
性
化
に
向
け
た
新
し
い
取
組
み

を
、
今
後
も
推
進
、
支
援
し
て
い
く
。
ま

た
、
九
之
坪
城

に
限
ら
ず
、
市

の
文
化
・
歴
史

を
市
民
と
語
り

合
い
、
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
た

い
と
考
え
る
。

家庭支援課（東庁舎分館）
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代
表
質
問

代
表
質
問

１
　
財
源
の
確
保
と
安
定
的
な
財
政
の
運
営

に
つ
い
て

　
合
併
特
例
事
業
債
が
平
成
３２
年
度
（
令
和

2
年
）
を
も
っ
て
最
終
と
な
り
、
財
源
の
確

保
が
大
変
厳
し
い
状
況
と
予
想
さ
れ
る
が
、

安
定
的
な
財
政
の
運
営
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

２
　
健
康
で
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
開
園
は
、

地
域
の
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
も
の
と

心
か
ら
期
待
す
る
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
や
（
仮
称
）
第
６
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
整
備
も
朗
報
で
あ
る
。
市
長
の
温
か
い
想

い
を
伺
う
。

３
　
安
全
、
安
心
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

に
つ
い
て

　
遊
水
機
能
の
大
半
を
占
め
る
農
地
の
宅
地

化
が
進
み
、
危
険
度
が
増
大
し
て
い
る
と
考

え
る
が
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。
ま

た
、
避
難
所
の
ト
イ
レ
の
改
修
整
備
も
進
め

る
べ
き
だ
が
、
そ
の
考
え
は
。

４
　
快
適
で
利
便
性
の
高
い
ま
ち
に
つ
い
て

　
名
鉄
犬
山
線
の
鉄
道
高
架
事
業
に
つ
い

て
、
徳
重
・
名
古
屋
芸
大
駅
周
辺
地
区
の
土

地
区
画
整
理
事
業
と
と
も
に
、
関
係
機
関
や

平
成
３１
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

市
政
ク
ラ
ブ
　
　
永
津
　
正
和

１
　
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
財
源
で
行

う
幼
児
教
育
、
保
育
の
無
償
化
に
つ
い
て

　
本
年
１０
月
か
ら
幼
児
教
育
、
保
育
の
無
償

化
が
実
施
さ
れ
る
が
、
認
可
外
保
育
施
設
を

認
可
施
設
へ
移
行
で
き
る
よ
う
支
援
の
充
実

が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
保
育
士
の
処
遇

改
善
を
図
り
な
が
ら
、
「
量
の
確
保
」
と

「
質
の
向
上
」
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
あ
ら
た
め
て
市
長
の
子
育
て
支

援
に
対
す
る
具
体
的
な
計
画
、
ま
た
決
意

は
。

２
　
児
童
虐
待
防
止
に
つ
い
て

　
痛
ま
し
い
事
件
が
後
を
絶
た
な
い
中
、
本

市
に
お
い
て
も
理
不
尽
な
暴
力
か
ら
子
ど
も

を
守
る
な
お
一
層
の
取
組
を
進
め
る
べ
き
。

現
状
の
対
策
を
踏
ま
え
市
長
の
考
え
は
。

３
　
安
全
、
安
心
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

に
つ
い
て

①
　
い
ざ
と
い
う
時
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

機
能
さ
せ
る
た
め
に
も
、
行
政
が
旗
振
り
役

と
な
り
、
住
民
へ
の
周
知
を
急
ぐ
と
と
も

に
、
社
会
全
体
の
防
災
教
育
の
あ
り
方
を
改

め
、
お
互
い
が
助
け
合
う
力
を
増
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
に
備

え
た
防
災
意
識
社
会
へ
の
転
換
に
つ
い
て
、

市
長
の
考
え
は
。

②
　
住
民
一
人
一
人
が
災
害
時
の
行
動
を
シ

ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
」
や
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
作
る

「
地
区
防
災
計
画
」
な
ど
の
防
災
対
策
を
、

市
長

市
長

地
元
と
今
後
さ
ら
に
協
議
検
討
を
進
め
る
べ

き
だ
が
、
市
長
の
考
え
は
。
ま
た
、
二
子
地

区
に
整
備
さ
れ
る
余
熱
を
利
用
し
た
温
水
プ

ー
ル
に
つ
い
て
多
様
な
連
携
と
あ
る
が
、
そ

の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
。

５
　
協
働
と
連
携
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

①
　
自
治
会
に
つ
い
て
、
市
で
実
態
調
査
を

実
施
し
、
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
・

助
言
を
行
う
考
え
は
。

②
　
名
古
屋
市
と
の
合
併
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
と
今
後
の
対
応
は
。

③
　
豊
山
町
と
本
市
の
連
携
は
地
域
の
発
展

に
不
可
欠
と
考
え
る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

い
か
に
普
及
さ
せ
て
い
く
か
が
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
、
す
ぐ
に
で
も
取
組
む
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

４
　
災
害
時
に
一
人
で
は
避
難
で
き
な
い
高

齢
者
や
障
害
者
な
ど
避
難
行
動
要
支
援
者
を

ど
う
守
っ
て
い
く
の
か
に
つ
い
て

　
平
常
時
と
災
害
時
が
連
動
し
た
実
効
性
あ

る
支
援
体
制
の
構
築
、
そ
し
て
訓
練
が
必
要

で
あ
る
。
本
市
の
災
害
時
要
援
護
者
対
策
を

重
点
事
業
に
位
置
付
け
、
展
開
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

５
　
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
に
つ
い
て

　
２
０
３
０
年
ま
で
に
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ

れ
な
い
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
が
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採

択
さ
れ
た
。
そ
の
取
組
の
理
念
は
本
市
が
進

め
る
ま
ち
づ
く
り
に
相
通
じ
る
と
考
え
る
。

こ
の
理
念
の

も
と
、
市
民

と
と
も
に
本

市
の
政
策
指

標
や
目
標
達

成
を
目
指
せ

な
い
か
、
市

長
の
所
見
を

伺
う
。

１
　
消
費
税

率
引
き
上
げ

に
よ
る
財
源
で
行
う
幼
児
教
育
、
保
育
の
無

償
化
に
つ
い
て

　
認
可
施
設
へ
の
移
行
に
つ
い
て
、
事
業
主

と
の
連
携
を
図
り
、
助
言
指
導
等
を
適
切
に

行
う
こ
と
に
つ
き
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
保

育
と
い
う
大
事
な
仕
事
を
担
う
人
の
確
保
と

質
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。
今
後
は
児
童
福

祉
施
設
の
整
備
計
画
（
案
）
に
基
づ
き
、
老

朽
化
の
進
む
施
設
の
整
備
に
も
取
組
む
。

２
　
児
童
虐
待
防
止
に
つ
い
て

　
本
市
で
は
専
門
部
局
と
し
て
福
祉
部
に
家

庭
支
援
課
を
配
置
し
、
児
童
虐
待
の
予
防
、

早
期
発
見
、
早
期
支
援
に
努
め
て
い
る
。
今

後
も
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
と
早
期
対
応

に
努
め
る
。
併
せ
て
、
子
ど
も
と
そ
の
家
庭

に
対
す
る
見
守
り
、
適
切
な
支
援
を
図
っ
て

い
く
。

３
　
安
全
、
安
心
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

に
つ
い
て

①
　
行
政
、
市
民
、
企
業
等
の
全
て
が
災
害

リ
ス
ク
に
関
す
る
知
識
と
心
構
え
を
共
有
し

た
う
え
、
災
害
に
対
抗
す
る
、
こ
う
し
た
社

会
へ
の
転
換
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

理
解
す
る
。
行
政
に
課
せ
ら
れ
た
役
割
と
し

て
、
施
設
の
改
修
や
防
災
思
想
の
普
及
啓
発

を
粘
り
強
く
行
う
。

②
　
地
区
防
災
計
画
の
普
及
は
防
災
意
識
社

会
の
実
現
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
計
画
と
、
運
用
の
主
体
と
な
る
自
主
防
災

団
体
が
必
要
で
あ
る
。
既
に
先
進
的
な
活
動

を
し
て
い
る
団
体
も
あ
り
、
こ
う
し
た
自
主

的
な
動
き
に
対
し
、
市
は
当
然
支
援
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
同
時

に
、
そ
う
し
た
活
動
を
紹
介
し
た
り
、
計
画

を
立
ち
上
げ
て
い
た
だ
け
る
環
境
づ
く
り
に

も
積
極
的
に
取
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

４
　
災
害
時
に
一
人
で
は
避
難
で
き
な
い
高

齢
者
や
障
害
者
な
ど
避
難
行
動
要
支
援
者
を

ど
う
守
っ
て
い
く
の
か
に
つ
い
て

　
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
に
つ
い
て
、
登
載

へ
の
同
意
や
要
件
以
外
の
方
で
も
広
く
申
出

い
た
だ
け
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
。
ま
た
、

実
際
の
避
難
行
動
等
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

皆
様
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
自
主

防
災
会
や
民
生
委
員
等
と
の
情
報
共
有
や
訓

練
を
通
じ
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
地
域

支
援
者
の
確
保
を
図
り
た
い
。

５
　
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
に
つ
い
て

　
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
で
あ
る
第
２

次
総
合
計
画
に
示
し
て
い
る
「
目
指
す
べ
き

ま
ち
の
姿
」
や
「
持
続
可
能
な
地
域
」
へ
の

方
向
性
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
ス
ケ
ー
ル
は
違
う
も

の
の
、
理
念
は
同
じ
と
認
識
す
る
。
今
後
も

総
合
計
画
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
り
、
誰
も

取
り
残
さ
な
い
社
会
を
作
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視

点
を
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

施
政
方
針
に
つ
い
て

公
明
党
　
　
猶
木
　
義
郎

６
　
新
し
い
ふ
る
さ
と
北
名
古
屋
の
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
、
市
民
と
夢
を
語
ろ
う
に
つ
い
て

　
以
前
市
政
ク
ラ
ブ
の
議
員
が
「
西
春
駅
前

に
新
し
い
人
の
流
れ
、
に
ぎ
わ
い
に
つ
い

て
」
の
質
問
を
し
た
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う

な
動
き
が
あ
っ
た
か
。
ま
た
、
北
名
古
屋
市

と
言
え
ば
何
と
い
う
も
の
が
無
い
中
、
『
九

之
坪
城
の
再
建
』
を
核
に
し
て
、
市
民
と
歴

史
に
想
い
を
馳
せ
、
本
市
の
将
来
を
語
っ
て

は
ど
う
か
。
市
長
の
前
向
き
な
考
え
を
伺
う
。

１
　
財
源
の
確
保
と
安
定
的
な
財
政
の
運
営

に
つ
い
て

　
積
極
的
な
企
業
誘
致
等
市
税
の
増
収
に
つ

な
が
る
施
策
を
進
め
て
い
る
。
今
後
地
方
債

の
発
行
額
の
抑
制
に
努
め
る
と
と
も
に
、
公

共
施
設
の
長
寿
命
化
や
民
間
活
力
の
導
入
な

ど
に
よ
り
、
将
来
の
財
政
負
担
を
軽
減
・
平

準
化
す
る
こ
と
で
、
計
画
的
で
安
定
的
な
財

政
運
営
を
図
っ
て
い
く
。

２
　
健
康
で
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
家
族
や
保
護
者
、
必
要
と
す
る
皆
様
が
待

ち
望
ん
で
い
る
こ
と
。
そ
れ
ぞ
れ
開
園
開
所

に
向
け
邁
進
し
て
い
く
。

３
　
安
全
、
安
心
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

に
つ
い
て

　
新
川
の
抜
本
的
な
改
修
を
、
県
に
重
ね
て

強
く
要
望
す
る
と
と
も
に
、
避
難
所
と
な
る

小
学
校
体
育
館
の
ト
イ
レ
も
順
次
整
備
を
進

め
た
い
。

４
　
快
適
で
利
便
性
の
高
い
ま
ち
に
つ
い
て

　
昨
年
、
鉄
道
高
架
事
業
に
つ
い
て
、
段
階

的
な
施
工
の
合
意
を
鉄
道
事
業
者
に
得
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
土
地
区
画
整
理
事
業

は
、
来
年
度
、
地
権
者
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

検
討
会
議
を
発
足
さ
せ
る
予
定
。
プ
ー
ル
に

つ
い
て
も
、
平
成
３３
年
（
令
和
3
年
）
秋
ご

ろ
の
供
用
開
始
を
目
標
に
実
施
設
計
を
進
め

て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ま
と
ま
り
次

第
報
告
し
た
い
。

５
　
協
働
と
連
携
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

①
　
今
後
地
域
で
何
を
解
決
す
べ
き
か
を
明

ら
か
に
し
つ
つ
、
困
難
を
抱
え
る
地
域
と
課

題
解
決
に
向
け
て
共
に
考
え
、
支
援
し
て
い

く
。

②
　
今
後
も
引
き
続
き
多
角
的
な
視
点
で
研

究
し
、
市
民
の
皆
様
に
よ
り
深
く
考
え
て
い

た
だ
け
る
機
会
を
提
供
し
て
い
く
。

③
　
市
と
し
て
の
自
主
性
、
自
立
性
を
前
提

と
し
な
が
ら
、
近
隣
市
町
村
と
の
連
携
に
取

組
む
。

６
　
新
し
い
ふ
る
さ
と
北
名
古
屋
の
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
、
市
民
と
夢
を
語
ろ
う
に
つ
い
て

　
駅
前
活
性
化
に
向
け
た
新
し
い
取
組
み

を
、
今
後
も
推
進
、
支
援
し
て
い
く
。
ま

た
、
九
之
坪
城

に
限
ら
ず
、
市

の
文
化
・
歴
史

を
市
民
と
語
り

合
い
、
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
た

い
と
考
え
る
。

家庭支援課（東庁舎分館）

SDGsイラスト（外務省HPより）

徳重・名古屋芸大駅
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個
人
質
問

個
人
質
問

　
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
２
０

２
６
年
ア
ジ
ア
競
技
大
会
開
催
等
を
身
近
に

控
え
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
が
更
に
盛
り
上
が
る

と
予
想
さ
れ
る
。
一
層
の
市
民
融
和
と
郷
土

愛
の
醸
成
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
・
定
着
を
図

る
に
は
、
絶
好
の
機
会
と
考
え
る
。

　
本
市
で
は
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
、

マ
ラ
ソ
ン
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
親
し
ま
れ
て

い
る
長
い
経
緯
と
土
壌
が
あ
る
。
ま
た
、
愛

知
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
に
本
市
も

出
場
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
『
駅
伝
・
マ
ラ
ソ
ン
の
ま
ち
』

づ
く
り
に
つ
い
て
、
今
ま
で
の
本
市
の
経
緯

や
内
容
等
を
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
る

の
か
。
ま
た
、
今
後
の
事
業
展
開
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。

　
北
な
ご
や
ふ
る
さ
と
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
従
来

事
業
の
成
果
に
加
え
、
チ
ー
ム
の
一
体
感
を

強
め
る
効
果
的
な
競
技
で
あ
る
駅
伝
大
会
を

開
催
し
、
市
民
相
互
、
地
域
と
企
業
の
絆
を

深
め
、
郷
土
愛
の
醸
成
を
図
る
な
ど
、
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
駅
伝
競
技
の
普
及
、
さ
ら
に
は
愛

知
駅
伝
へ
の
市
民
意
識
の
高
ま
り
や
成
績
向

「
駅
伝
・マ
ラ
ソ
ン
の
ま
ち
」づ
く
り
に
つ
い
て

神
田
　
薫（
市
政
ク
ラ
ブ
）

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
に
つ
い
て

福
岡
　
康（
市
政
ク
ラ
ブ
）

ス
ポ
ー
ツ
課
長

防
災
環
境
部
副
参
事

上
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、
平
成
３１
年
度
に
実
施

方
法
の
検
討
及
び
実
施
計
画
書
を
作
成
し
、

そ
の
後
ス
ポ
ー
ツ
団
体
を
主
に
多
方
面
か
ら

の
選
出
に
よ
り
実
行
委
員
会
を
組
織
す
る
。

駅
伝
大
会
の
単
独
開
催
、
ふ
る
さ
と
マ
ラ
ソ

ン
と
の
併
合
開
催
な
ど
多
様
な
形
態
を
視
野

に
入
れ
、
こ
れ
ま
で
本
市
の
駅
伝
・
マ
ラ
ソ

ン
事
業
の
運
営
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
皆
様

の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
開
催
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。

　
市
内
の
ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
は
、
市
民
や
市
の

努
力
に
よ
り
、
以
前
と
比
べ
減
少
し
て
い
る

と
感
じ
る
が
、
一
部
の
地
域
で
は
、
い
ま
だ

に
、
多
々
見
受
け
ら
れ
る
。

　
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
の
防
止
対
策
と
し
て
ポ

イ
捨
て
が
多
く
見
ら
れ
る
箇
所
へ
注
意
看
板

や
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
、
ポ
イ
捨
て
場
所
と

し
て
狙
わ
れ
や
す
い
休
耕
地
や
空
地
の
除
草

の
啓
発
活
動
等
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
る
。
そ
こ
で
今
後
の
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨

て
防
止
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
　

　
今
後
の
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
防
止
へ
の
取
組

み
で
最
も
重
要
な
の
は
、
ゴ
ミ
を
拾
う
行
為

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
に

く
い
環
境
を
整
備
し
持
続
す
る
こ
と
に
あ
る

と
考
え
る
。
そ
う
し
た
環
境
づ
く
り
に
は
、

行
政
、
市
民
、
事
業
者
、
土
地
所
有
者
等
の

協
力
に
よ
る
監
視
体
制
や
、
資
源
物
の
持
去

り
防
止
対
策
に
も
通
じ
る
地
域
自
治
力
の
向

上
や
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。
来
年
度
、
一

般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
を
見
直
す
際
に
、

行
政
は
具
体
的
な
施
策
や
周
知
方
法
、
市
民

は
行
政
か
ら
の
情
報
を
受
け
取
り
、
マ
ナ
ー

や
モ
ラ
ル
も
持
っ
て
環
境
保
全
に
努
め
て
い

た
だ
き
、
事
業
者
は
製
造
責
任
や
適
切
な
排

出
処
理
、
土
地
所
有
者
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
責

務
を
明
確
に
し
、
質
問
に
あ
っ
た
指
摘
事
項

を
含
め
た
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
防
止
の
た
め
の

効
果
的
な
施
策
展
開
を
検
討
し
、
広
く
周
知

に
努
め
て
い
く
。

質
問
議
員
　
８
名

市
長

１
　
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
に
つ
い
て

　
本
年
10
月
か
ら
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償

化
を
実
施
す
る
法
案
が
２
月
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
が
、
国
の
政
策
に
も
関
わ
ら
ず
国
が
永

久
的
に
全
額
財
政
支
援
を
す
る
も
の
で
は
な

い
た
め
、
公
立
保
育
園
の
予
算
確
保
が
困
難

と
な
り
、
保
育
の
質
の
確
保
、
待
機
児
童
に

影
響
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、
公
立
保
育
園

の
統
廃
合
、
民
営
化
の
加
速
に
繋
が
ら
な
い

か
心
配
し
て
い
る
。
未
来
あ
る
子
ど
も
を
守

り
育
て
て
い
く
公
的
支
援
の
保
育
行
政
が
ま

ち
づ
く
り
の
基
盤
と
考
え
る
が
。

２
　
豊
か
な
学
び
と
心
を
育
み
文
化
の
薫
る

ま
ち
に
つ
い
て

　
子
ど
も
の
放
課
後
の
居
場
所
づ
く
り
や
貧

困
対
策
や
児
童
虐
待
防
止
対
策
等
、
心
を
育

む
施
政
方
針
が
大
切
と
考
え
る
。
学
校
、
保

育
園
、
児
童
館
等
の
各
所
の
事
業
を
通
し
て

情
報
を
共
有
し
、
児
童
虐
待
の
予
防
に
力
を

注
ぐ
こ
と
、
ま
た
、
教
員
の
多
忙
化
解
消
の

た
め
の
定
数
の
改
善
、
教
員
の
増
員
に
つ
い

て
の
考
え
は
。
　

３
　
安
全
・
安
心
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

に
つ
い
て

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
促
進
事
業
は
、
転
倒

防
止
の
据
え
付
け
家
具
設
置
や
耐
火
性
の
外

壁
や
屋
根
の
修
繕
等
幅
広
い
活
用
が
で
き
防

災
の
た
め
の
住
ま
い
の
環
境
向
上
に
役
立
つ

制
度
で
あ
っ
た
が
、
平
成
30
年
度
を
も
っ
て

制
度
が
終
了
す
る
と
の
こ
と
。
災
害
に
強
い

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
継
続
の
た
め
に

も
制
度
を
継
続
す
る
考
え
は
。
ま
た
、
災
害

時
に
避
難
所
生
活
を
安
全
・
安
心
に
送
れ
る

よ
う
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー

等
避
難
所
整
備
の
強
化
や
保
育
園
や
児
童
館

も
含
め
た
福
祉
避
難
所
の
拡
充
な
ど
、
避
難

所
機
能
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

４
　
魅
力
的
で
活
力
あ
る
ま
ち
に
つ
い
て

　
高
齢
者
の
貧
困
化
は
広
が
っ
て
い
る
。
市

民
の
生
活
の
実
態
を
つ
か
ん
だ
暮
ら
し
の
負

担
軽
減
策
が
魅
力
的
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

５
　
協
働
と
連
携
の
ま
ち
に
つ
い
て

①
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
活
用
の
考
え
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
交
付
枚
数
や
、
利
便
性
よ
り
も

情
報
漏
洩
を
指
摘
す
る
市
民
の
声
か
ら
も
あ

ま
り
共
感
さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ
る
。
シ
ス

テ
ム
改
修
や
手
数
料
等
の
多
額
の
費
用
が
必

要
と
な
る
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
推

進
は
改
め
た
方
が
よ

い
の
で
は
な
い
か
。

②
　
消
費
税
増
税
は

福
祉
切
り
捨
て
を
生

み
、
本
市
の
事
業
計

画
は
国
の
予
算
編
成

の
影
響
を
受
け
て
い

る
と
感
じ
る
。
全
世

代
に
わ
た
っ
て
生
活

が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
今
、
消
費
税
増
税
は

暮
ら
し
と
経
済
を
壊
し
て
い
く
と
危
惧
す

る
。
弱
者
を
助
け
る
累
進
課
税
の
原
則
を
貫

く
政
策
が
大
事
で
は
な
い
か
。

　１
　
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
に
つ
い
て

　
子
育
て
を
め
ぐ
る
社
会
環
境
が
大
き
く
変

化
し
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
が
進

み
、
待
機
児
童
対
策
を
始
め
保
育
行
政
は
、

公
的
な
保
育
園
だ
け
で
な
く
、
幼
稚
園
、
認

定
こ
ど
も
園
、
小
規
模
保
育
所
、
企
業
主
導

型
保
育
事
業
所
と
連
携
す
る
こ
と
が
市
民
ニ

ー
ズ
の
向
上
に
繋
が
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

老
朽
化
し
て
い
る
児
童
福
祉
施
設
の
整
備

は
、
民
間
の
活
力
を
生
か
し
建
替
え
を
検
討

し
て
い
く
。

２
　
豊
か
な
学
び
と
心
を
育
み
文
化
の
薫
る

ま
ち
に
つ
い
て

　
各
種
啓
発
を
行
っ
て
い
る
が
、
児
童
虐
待

に
つ
い
て
は
、
日
頃
よ
り
子
ど
も
か
ら
の
サ

イ
ン
や
心
身
の
状
況
を
見
過
ご
さ
ず
早
期
発

見
・
早
期
支
援
に
結
び
つ
け
て
い
く
。
今
後

も
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
で
学
校
、

保
育
園
、
児
童
館
等
の
各
機
関
と
連
携
し
情

報
共
有
の
う
え
迅
速
に
対
応
し
て
い
く
。
ま

た
、
教
員
の
多
忙
化
解
消
に
つ
い
て
は
、
国

や
県
に
対
し
て
定
数
の
改
善
及
び
加
配
教
員

の
増
員
を
毎
年
お
願
い
し
て
い
る
。

３
　
安
全
・
安
心
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

に
つ
い
て

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
促
進
事
業
を
終
了

し
、
今
後
は
耐
震
改
修
事
業
に
加
え
ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
の
撤
去
に
関
す
る
補
助
事
業
等
、
震

災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
施
策
に
重

点
的
に
取
組
み
、
安
全
・
安
心
な
生
活
環
境

の
整
備
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
災
害
時
に

避
難
所
と
な
る
公
共
施
設
は
、
平
時
よ
り
利

用
者
の
多
様
性
を
考
慮
し
た
環
境
整
備
を
行

う
こ
と
が
非
常
時
に
お
け
る
避
難
所
機
能
向

上
に
繋
が
る
と
考
え
る
。

４
　
魅
力
的
で
活
力
あ
る
ま
ち
に
つ
い
て 

　
高
齢
者
が
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
暮
ら

し
が
で
き
る
よ
う
、
健
康
づ
く
り
や
地
域
で

活
躍
で
き
る
場
を
増
や
し
、
地
域
資
源
を
つ

な
ぎ
地
域
で
の
暮
ら
し
を
支
え
る
仕
組
み
づ

く
り
が
大
切
と
考
え
る
。
ま
た
、
本
市
の
介

護
保
険
料
及
び
国
民
健
康
保
険
税
は
県
内
で

は
低
い
水
準
で
あ
り
、
低
所
得
対
策
も
実
施

し
て
い
る
。

６
　
協
働
と
連
携
の
ま
ち
に
つ
い
て

①
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
行
政
を
効
率

化
し
国
民
の
利
便
性
を
高
め
、
公
平
・
公
正

な
社
会
の
実
現
の
た
め
の
社
会
基
盤
で
あ

る
。
適
正
に
運
用
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

を
図
り
、
住
民
福
祉
の
増
進
に
繋
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

②
　
消
費
税
は
、
持

続
可
能
な
社
会
保
障

制
度
を
構
築
す
る
た

め
に
必
要
な
財
源
を

確
保
す
る
も
の
と
理

解
し
て
お
り
、
法
の

趣
旨
に
従
い
有
効
に

活
用
し
て
い
く
。

平
成
31
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
　
　
渡
邉
　
麻
衣
子

11 10議会だより Vol.65議会だより Vol.65



個
人
質
問

個
人
質
問

　
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
２
０

２
６
年
ア
ジ
ア
競
技
大
会
開
催
等
を
身
近
に

控
え
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
が
更
に
盛
り
上
が
る

と
予
想
さ
れ
る
。
一
層
の
市
民
融
和
と
郷
土

愛
の
醸
成
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
・
定
着
を
図

る
に
は
、
絶
好
の
機
会
と
考
え
る
。

　
本
市
で
は
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
、

マ
ラ
ソ
ン
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
親
し
ま
れ
て

い
る
長
い
経
緯
と
土
壌
が
あ
る
。
ま
た
、
愛

知
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
に
本
市
も

出
場
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
『
駅
伝
・
マ
ラ
ソ
ン
の
ま
ち
』

づ
く
り
に
つ
い
て
、
今
ま
で
の
本
市
の
経
緯

や
内
容
等
を
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
る

の
か
。
ま
た
、
今
後
の
事
業
展
開
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。

　
北
な
ご
や
ふ
る
さ
と
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
従
来

事
業
の
成
果
に
加
え
、
チ
ー
ム
の
一
体
感
を

強
め
る
効
果
的
な
競
技
で
あ
る
駅
伝
大
会
を

開
催
し
、
市
民
相
互
、
地
域
と
企
業
の
絆
を

深
め
、
郷
土
愛
の
醸
成
を
図
る
な
ど
、
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
駅
伝
競
技
の
普
及
、
さ
ら
に
は
愛

知
駅
伝
へ
の
市
民
意
識
の
高
ま
り
や
成
績
向

「
駅
伝
・マ
ラ
ソ
ン
の
ま
ち
」づ
く
り
に
つ
い
て

神
田
　
薫（
市
政
ク
ラ
ブ
）

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
に
つ
い
て

福
岡
　
康（
市
政
ク
ラ
ブ
）

ス
ポ
ー
ツ
課
長

防
災
環
境
部
副
参
事

上
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、
平
成
３１
年
度
に
実
施

方
法
の
検
討
及
び
実
施
計
画
書
を
作
成
し
、

そ
の
後
ス
ポ
ー
ツ
団
体
を
主
に
多
方
面
か
ら

の
選
出
に
よ
り
実
行
委
員
会
を
組
織
す
る
。

駅
伝
大
会
の
単
独
開
催
、
ふ
る
さ
と
マ
ラ
ソ

ン
と
の
併
合
開
催
な
ど
多
様
な
形
態
を
視
野

に
入
れ
、
こ
れ
ま
で
本
市
の
駅
伝
・
マ
ラ
ソ

ン
事
業
の
運
営
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
皆
様

の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
開
催
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。

　
市
内
の
ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
は
、
市
民
や
市
の

努
力
に
よ
り
、
以
前
と
比
べ
減
少
し
て
い
る

と
感
じ
る
が
、
一
部
の
地
域
で
は
、
い
ま
だ

に
、
多
々
見
受
け
ら
れ
る
。

　
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
の
防
止
対
策
と
し
て
ポ

イ
捨
て
が
多
く
見
ら
れ
る
箇
所
へ
注
意
看
板

や
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
、
ポ
イ
捨
て
場
所
と

し
て
狙
わ
れ
や
す
い
休
耕
地
や
空
地
の
除
草

の
啓
発
活
動
等
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
る
。
そ
こ
で
今
後
の
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨

て
防
止
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
　

　
今
後
の
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
防
止
へ
の
取
組

み
で
最
も
重
要
な
の
は
、
ゴ
ミ
を
拾
う
行
為

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
に

く
い
環
境
を
整
備
し
持
続
す
る
こ
と
に
あ
る

と
考
え
る
。
そ
う
し
た
環
境
づ
く
り
に
は
、

行
政
、
市
民
、
事
業
者
、
土
地
所
有
者
等
の

協
力
に
よ
る
監
視
体
制
や
、
資
源
物
の
持
去

り
防
止
対
策
に
も
通
じ
る
地
域
自
治
力
の
向

上
や
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。
来
年
度
、
一

般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
を
見
直
す
際
に
、

行
政
は
具
体
的
な
施
策
や
周
知
方
法
、
市
民

は
行
政
か
ら
の
情
報
を
受
け
取
り
、
マ
ナ
ー

や
モ
ラ
ル
も
持
っ
て
環
境
保
全
に
努
め
て
い

た
だ
き
、
事
業
者
は
製
造
責
任
や
適
切
な
排

出
処
理
、
土
地
所
有
者
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
責

務
を
明
確
に
し
、
質
問
に
あ
っ
た
指
摘
事
項

を
含
め
た
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
防
止
の
た
め
の

効
果
的
な
施
策
展
開
を
検
討
し
、
広
く
周
知

に
努
め
て
い
く
。

質
問
議
員
　
８
名

市
長

１
　
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
に
つ
い
て

　
本
年
10
月
か
ら
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償

化
を
実
施
す
る
法
案
が
２
月
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
が
、
国
の
政
策
に
も
関
わ
ら
ず
国
が
永

久
的
に
全
額
財
政
支
援
を
す
る
も
の
で
は
な

い
た
め
、
公
立
保
育
園
の
予
算
確
保
が
困
難

と
な
り
、
保
育
の
質
の
確
保
、
待
機
児
童
に

影
響
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、
公
立
保
育
園

の
統
廃
合
、
民
営
化
の
加
速
に
繋
が
ら
な
い

か
心
配
し
て
い
る
。
未
来
あ
る
子
ど
も
を
守

り
育
て
て
い
く
公
的
支
援
の
保
育
行
政
が
ま

ち
づ
く
り
の
基
盤
と
考
え
る
が
。

２
　
豊
か
な
学
び
と
心
を
育
み
文
化
の
薫
る

ま
ち
に
つ
い
て

　
子
ど
も
の
放
課
後
の
居
場
所
づ
く
り
や
貧

困
対
策
や
児
童
虐
待
防
止
対
策
等
、
心
を
育

む
施
政
方
針
が
大
切
と
考
え
る
。
学
校
、
保

育
園
、
児
童
館
等
の
各
所
の
事
業
を
通
し
て

情
報
を
共
有
し
、
児
童
虐
待
の
予
防
に
力
を

注
ぐ
こ
と
、
ま
た
、
教
員
の
多
忙
化
解
消
の

た
め
の
定
数
の
改
善
、
教
員
の
増
員
に
つ
い

て
の
考
え
は
。
　

３
　
安
全
・
安
心
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

に
つ
い
て

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
促
進
事
業
は
、
転
倒

防
止
の
据
え
付
け
家
具
設
置
や
耐
火
性
の
外

壁
や
屋
根
の
修
繕
等
幅
広
い
活
用
が
で
き
防

災
の
た
め
の
住
ま
い
の
環
境
向
上
に
役
立
つ

制
度
で
あ
っ
た
が
、
平
成
30
年
度
を
も
っ
て

制
度
が
終
了
す
る
と
の
こ
と
。
災
害
に
強
い

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
継
続
の
た
め
に

も
制
度
を
継
続
す
る
考
え
は
。
ま
た
、
災
害

時
に
避
難
所
生
活
を
安
全
・
安
心
に
送
れ
る

よ
う
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー

等
避
難
所
整
備
の
強
化
や
保
育
園
や
児
童
館

も
含
め
た
福
祉
避
難
所
の
拡
充
な
ど
、
避
難

所
機
能
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

４
　
魅
力
的
で
活
力
あ
る
ま
ち
に
つ
い
て

　
高
齢
者
の
貧
困
化
は
広
が
っ
て
い
る
。
市

民
の
生
活
の
実
態
を
つ
か
ん
だ
暮
ら
し
の
負

担
軽
減
策
が
魅
力
的
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

５
　
協
働
と
連
携
の
ま
ち
に
つ
い
て

①
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
活
用
の
考
え
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
交
付
枚
数
や
、
利
便
性
よ
り
も

情
報
漏
洩
を
指
摘
す
る
市
民
の
声
か
ら
も
あ

ま
り
共
感
さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ
る
。
シ
ス

テ
ム
改
修
や
手
数
料
等
の
多
額
の
費
用
が
必

要
と
な
る
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
推

進
は
改
め
た
方
が
よ

い
の
で
は
な
い
か
。

②
　
消
費
税
増
税
は

福
祉
切
り
捨
て
を
生

み
、
本
市
の
事
業
計

画
は
国
の
予
算
編
成

の
影
響
を
受
け
て
い

る
と
感
じ
る
。
全
世

代
に
わ
た
っ
て
生
活

が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
今
、
消
費
税
増
税
は

暮
ら
し
と
経
済
を
壊
し
て
い
く
と
危
惧
す

る
。
弱
者
を
助
け
る
累
進
課
税
の
原
則
を
貫

く
政
策
が
大
事
で
は
な
い
か
。

　１
　
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
に
つ
い
て

　
子
育
て
を
め
ぐ
る
社
会
環
境
が
大
き
く
変

化
し
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
が
進

み
、
待
機
児
童
対
策
を
始
め
保
育
行
政
は
、

公
的
な
保
育
園
だ
け
で
な
く
、
幼
稚
園
、
認

定
こ
ど
も
園
、
小
規
模
保
育
所
、
企
業
主
導

型
保
育
事
業
所
と
連
携
す
る
こ
と
が
市
民
ニ

ー
ズ
の
向
上
に
繋
が
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

老
朽
化
し
て
い
る
児
童
福
祉
施
設
の
整
備

は
、
民
間
の
活
力
を
生
か
し
建
替
え
を
検
討

し
て
い
く
。

２
　
豊
か
な
学
び
と
心
を
育
み
文
化
の
薫
る

ま
ち
に
つ
い
て

　
各
種
啓
発
を
行
っ
て
い
る
が
、
児
童
虐
待

に
つ
い
て
は
、
日
頃
よ
り
子
ど
も
か
ら
の
サ

イ
ン
や
心
身
の
状
況
を
見
過
ご
さ
ず
早
期
発

見
・
早
期
支
援
に
結
び
つ
け
て
い
く
。
今
後

も
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
で
学
校
、

保
育
園
、
児
童
館
等
の
各
機
関
と
連
携
し
情

報
共
有
の
う
え
迅
速
に
対
応
し
て
い
く
。
ま

た
、
教
員
の
多
忙
化
解
消
に
つ
い
て
は
、
国

や
県
に
対
し
て
定
数
の
改
善
及
び
加
配
教
員

の
増
員
を
毎
年
お
願
い
し
て
い
る
。

３
　
安
全
・
安
心
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

に
つ
い
て

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
促
進
事
業
を
終
了

し
、
今
後
は
耐
震
改
修
事
業
に
加
え
ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
の
撤
去
に
関
す
る
補
助
事
業
等
、
震

災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
施
策
に
重

点
的
に
取
組
み
、
安
全
・
安
心
な
生
活
環
境

の
整
備
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
災
害
時
に

避
難
所
と
な
る
公
共
施
設
は
、
平
時
よ
り
利

用
者
の
多
様
性
を
考
慮
し
た
環
境
整
備
を
行

う
こ
と
が
非
常
時
に
お
け
る
避
難
所
機
能
向

上
に
繋
が
る
と
考
え
る
。

４
　
魅
力
的
で
活
力
あ
る
ま
ち
に
つ
い
て 

　
高
齢
者
が
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
暮
ら

し
が
で
き
る
よ
う
、
健
康
づ
く
り
や
地
域
で

活
躍
で
き
る
場
を
増
や
し
、
地
域
資
源
を
つ

な
ぎ
地
域
で
の
暮
ら
し
を
支
え
る
仕
組
み
づ

く
り
が
大
切
と
考
え
る
。
ま
た
、
本
市
の
介

護
保
険
料
及
び
国
民
健
康
保
険
税
は
県
内
で

は
低
い
水
準
で
あ
り
、
低
所
得
対
策
も
実
施

し
て
い
る
。

６
　
協
働
と
連
携
の
ま
ち
に
つ
い
て

①
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
行
政
を
効
率

化
し
国
民
の
利
便
性
を
高
め
、
公
平
・
公
正

な
社
会
の
実
現
の
た
め
の
社
会
基
盤
で
あ

る
。
適
正
に
運
用
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

を
図
り
、
住
民
福
祉
の
増
進
に
繋
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

②
　
消
費
税
は
、
持

続
可
能
な
社
会
保
障

制
度
を
構
築
す
る
た

め
に
必
要
な
財
源
を

確
保
す
る
も
の
と
理

解
し
て
お
り
、
法
の

趣
旨
に
従
い
有
効
に

活
用
し
て
い
く
。

平
成
31
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
　
　
渡
邉
　
麻
衣
子
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老朽化老朽化 老朽化
A

A
A

B

B

C

C C

公民館 児童館

建てかえ

福祉施設

複合化

①
　
現
在
本
市
で
は
、
６
自
治
体
（
５
市
１

村
）
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結
、
ま

た
、
愛
知
県
東
尾
張
地
区
に
お
け
る
災
害
時

相
互
応
援
協
定
を
近
隣
８
市
２
町
と
結
ん
で

い
る
。
さ
ら
に
、
平
成
３０
年
２
月
に
策
定
さ

れ
た
北
名
古
屋
市
地
域
防
災
計
画
に
よ
る

と
、
３０
の
企
業
団
体
と
災
害
時
に
お
け
る
協

定
が
締
結
さ
れ
て
い
る
と
あ
る
が
、
そ
の
後

変
更
は
あ
っ
た
か
。

②
　
乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
は
、
粉
ミ
ル
ク
の

よ
う
に
お
湯
で
溶
か
す
必
要
が
な
く
、
母
乳

に
近
い
栄
養
素
が
含
ま
れ
て
お
り
、
常
温
で

保
存
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
有
効
性
を
、
広

報
や
防
災
訓
練
等
で
市
民
に
広
く
普
及
啓
発

す
る
と
と
も
に
、
災
害
時
用
に
備
蓄
品
と
し

て
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
液
体
ミ
ル
ク
の
確
保
に
あ
た
っ
て

は
、
既
に
協
定
を
締
結
し
て
い
る
企
業
、
団

体
の
う
ち
、
取
扱
い
の
あ
る
協
定
先
に
調
達

要
請
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　①
　
計
画
策
定
以
降
、
１
企
業
、
１
団
体
と

の
協
定
を
結
び
、
３２
件
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
本
年
３
月
に
は
さ
ら
に
２
件
が
加
わ

る
見
込
み
。

②
　
液
体
ミ
ル
ク
は
、
粉
ミ
ル
ク
に
よ
る
調

乳
に
必
要
な
水
、
燃
料
、
哺
乳
瓶
が
不
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
平
時
の
育
児
に
も
利
便
性

が
高
く
、
防
災
上
の
観
点
か
ら
も
す
ぐ
れ
た

　
不
育
症
と
は
２
回
以
上
連
続
し
た
流
産
や

死
産
を
繰
り
返
し
、
赤
ち
ゃ
ん
を
授
か
る
こ

と
の
で
き
な
い
病
態
や
症
候
群
の
こ
と
で
あ

る
。

　
流
産
の
確
率
は
年
齢
と
と
も
に
上
が
る
た

め
、
晩
婚
や
晩
産
化
が
進
む
近
年
で
は
深
刻

な
問
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　
不
育
症
に
悩
む
方
に
対
し
正
確
な
情
報
を

提
供
し
、
心
理
的
及
び
医
学
的
な
相
談
を
行

い
、
患
者
支
援
の
取
組
を
行
っ
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

①
　
不
育
症
に
つ
い
て
本
市
で
は
ど
の
よ
う

な
認
識
を
持
っ
て
い
る
か
。

②
　
相
談
窓
口
の
周
知
啓
発
及
び
不
育
症
に

対
応
で
き
る
保
健
師
の
育
成
に
つ
い
て
、
見

解
を
伺
う
。

③
　
患
者
支
援
と
し
て
経
済
的
負
担
軽
減
を

図
り
、
治
療
を
受
け
や
す
く
す
る
不
育
症
の

治
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

①
　
お
子
さ
ん
の
誕
生
を
願
う
ご
夫
婦
に
と

っ
て
切
実
な
悩
み
で
あ
る
こ
と
は
充
分
に
認

識
し
て
い
る
。
調
査
研
究
が
進
み
、
現
在
で

は
不
育
症
の
８５
％
が
検
査
と
治
療
に
よ
っ
て

出
産
に
至
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

②
　
県
が
名
古
屋
大
学
で
実
施
し
て
い
る
不

妊
・
不
育
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
等
の
不
育
症

に
関
す
る
情
報
を
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
掲
載
す
る
。
ま
た
、
さ
ら
な
る
周
知
啓
発

不
育
症
患
者
の
支
援
に
つ
い
て間

宮

　文
枝（
公
明
党
）

災
害
時
に
お
け
る
協
定
や
備
蓄
品
に
つ
い
て

齊
藤

　裕
美（
公
明
党
）

保
健
セ
ン
タ
ー
長

防
災
環
境
部
次
長

に
つ
い
て
は
よ
り
良
い
方
法
を
考
え
て
い

く
。
不
育
症
の
相
談
等
の
対
応
に
は
、
専
門

的
な
技
術
と
知
識
が
必
要
。
県
の
相
談
セ
ン

タ
ー
で
は
専
門
医
師
や
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
に
よ
る
相
談
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
保

健
師
に
よ
る
対
応
は
難
し
い
と
考
え
る
。

③
　
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
不
育
症
治

療
費
の
助
成
事
業
実
施
に
向
け
て
検
討
し
て

い
く
。

も
の
と
考
え
る
。
し
か
し
、
乳
幼
児
が
口
に

す
る
も
の
で
あ
り
、
保
護
者
と
し
て
は
相
当

に
気
を
遣
う
も
の
で
あ
る
。
普
及
啓
発
と
備

蓄
、
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
先
進
地
の
取
組
や

販
売
後
の
普
及
状
況
を
見
極
め
、
多
く
の
情

報
を
得
た
上
で
考
え
て
い
く
。
ま
た
、
液
体

ミ
ル
ク
は
保
存
期
間
が
短
く
、
防
災
備
蓄
倉

庫
で
の
保
管
が
困
難
な
た
め
、
協
定
先
で
取

扱
い
事
業
者
を
探
し
、
確
保
や
備
蓄
方
法
等

を
検
討
し
て
い
く
。

　
財
政
が
厳
し
い
状
況
の
中
、
公
共
施
設
等

が
更
新
時
期
を
迎
え
る
も
、
建
替
え
や
改
修

に
踏
み
切
れ
な
い
と
い
う
課
題
に
、
多
く
の

地
方
公
共
団
体
が
直
面
し
て
い
る
。

　
本
市
で
は
「
北
名
古
屋
市
公
共
施
設
個
別

施
設
計
画
」
の
策
定
を
目
指
し
て
お
り
、
今

後
５０
年
の
施
設
の
あ
り
方
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
今
だ
か
ら
こ
そ
、
従
来
の
よ
う
な

子
ど
も
や
高
齢
者
等
特
定
の
対
象
者
で
あ
っ

た
り
、
単
一
の
目
的
と
い
っ
た
施
設
の
ま
ま

改
修
、
建
替
え
及
び
統
廃
合
を
す
る
の
で
は

な
く
、
縦
割
り
行
政
の
壁
を
撤
廃
し
、
総
合

的
な
見
地
か
ら
最
大
の
効
果
を
生
み
出
せ
る

複
合
施
設
の
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
こ

そ
が
公
共
施
設
の
更
新
費
用
を
抜
本
的
に
圧

縮
さ
せ
る
策
に
も
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
実

現
す
れ
ば
多
く
の
相
乗
効
果
も
期
待
で
き

る
。
そ
こ
で
、
総
工
事
費
の
削
減
を
図
る
う

え
で
、
ど
の
よ
う
な
統
廃
合
を
ど
の
よ
う
な

方
法
で
検
討
、
計
画
し
て
い
く
の
か
。

　
現
在
本
市
で
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
な

ど
に
対
応
し
、
施
設
の
複
合
化
や
統
廃
合
、

用
途
変
更
な
ど
を
行
い
、
身
の
丈
に
合
っ
た

施
設
規
模
と
施
設
総
量
の
適
正
化
、
ス
リ
ム

化
に
努
め
、
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
に
つ

な
が
る
公
共
施
設
個
別
施
設
計
画
の
策
定
作

業
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
際
、
様
々
な
部
署

の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
体

国
は
、
2
0
1
3
年
に
障
害
者
差
別
解
消
法

を
成
立
さ
せ
、
障
が
い
者
の
方
の
権
利
の
実

現
に
向
け
た
取
組
み
を
強
化
し
て
い
る
。
差

別
の
な
い
社
会
を
作
っ
て
い
く
上
で
、
自
治

体
は
公
共
施
設
の
整
備
が
不
可
欠
だ
と
考
え

る
。
そ
し
て
、
利
用
者
の
方
の
意
見
を
聴
く

こ
と
に
重
点
を
お
き
総
合
的
に
判
断
す
る
こ

と
が
重
要
と
思
う
。
全
国
で
の
数
多
く
の
自

治
体
や
関
係
団
体
が
行
っ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
に

は
、
施
設
内
の
誘
導
に
際
し
て
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
、
ス
ロ
ー
プ
の
勾

配
が
急
す
ぎ
て
上
が
れ
な
い
等
た
く
さ
ん
の

意
見
が
で
て
い
る
。
今
後
、
誰
も
が
利
用
し

や
す
い
公
共
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　　
障
が
い
の
あ
る
方
も
な
い
方
も
共
に
生
き

る
社
会
を
作
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
さ
れ
た

障
害
者
差
別
解
消
法
に
よ
り
、
地
方
公
共
団

体
は
差
別
の
解
消
に
率
先
し
て
取
り
組
む
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
平
成
18
年
に

制
定
さ
れ
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
施
行
以
降

に
新
た
に
建
設
し
た
公
共
施
設
は
、
安
心
し

て
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
。
以
前
に

建
設
さ
れ
た
施
設
に
つ
い
て
は
、
基
準
を
満

た
す
よ
う
補
助
金
等
の
活
用
に
よ
り
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
等
の
施
策
を
順
次
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
財
政
状
況
に
沿
っ
て
個
別
施
設
計
画

を
策
定
し
て
お
り
、
今
後
は
そ
の
計
画
に
基

公
共
施
設
の
整
備
に
つ
い
て川

渕

　康
宏（
日
本
共
産
党
）

公
共
施
設
の
統
廃
合
に
つ
い
て

清
水

　晃
治（
市
政
ク
ラ
ブ
）

副
市
長

副
市
長

づ
く
改
修
工
事
に
併
せ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

等
を
進
め
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
公
共
施
設

と
な
る
よ
う
取
組
ん
で
い
き
た
い
。

　・
滞
納
問
題
に
つ
い
て

制
で
の
検
討
を
考
え
て
い
る
。

　
公
共
施
設
の
複
合
化
は
コ
ス
ト
削
減
に
非

常
に
有
効
で
あ
り
、
今
後
施
設
の
所
管
部
署

と
調
整
を
図
り
、
総
合
的
に
取
組
む
こ
と
で

総
工
事
費
の
削
減
に
努
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
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老朽化老朽化 老朽化
A

A
A

B

B

C

C C

公民館 児童館

建てかえ

福祉施設

複合化

①
　
現
在
本
市
で
は
、
６
自
治
体
（
５
市
１

村
）
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結
、
ま

た
、
愛
知
県
東
尾
張
地
区
に
お
け
る
災
害
時

相
互
応
援
協
定
を
近
隣
８
市
２
町
と
結
ん
で

い
る
。
さ
ら
に
、
平
成
３０
年
２
月
に
策
定
さ

れ
た
北
名
古
屋
市
地
域
防
災
計
画
に
よ
る

と
、
３０
の
企
業
団
体
と
災
害
時
に
お
け
る
協

定
が
締
結
さ
れ
て
い
る
と
あ
る
が
、
そ
の
後

変
更
は
あ
っ
た
か
。

②
　
乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
は
、
粉
ミ
ル
ク
の

よ
う
に
お
湯
で
溶
か
す
必
要
が
な
く
、
母
乳

に
近
い
栄
養
素
が
含
ま
れ
て
お
り
、
常
温
で

保
存
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
有
効
性
を
、
広

報
や
防
災
訓
練
等
で
市
民
に
広
く
普
及
啓
発

す
る
と
と
も
に
、
災
害
時
用
に
備
蓄
品
と
し

て
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
液
体
ミ
ル
ク
の
確
保
に
あ
た
っ
て

は
、
既
に
協
定
を
締
結
し
て
い
る
企
業
、
団

体
の
う
ち
、
取
扱
い
の
あ
る
協
定
先
に
調
達

要
請
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　①
　
計
画
策
定
以
降
、
１
企
業
、
１
団
体
と

の
協
定
を
結
び
、
３２
件
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
本
年
３
月
に
は
さ
ら
に
２
件
が
加
わ

る
見
込
み
。

②
　
液
体
ミ
ル
ク
は
、
粉
ミ
ル
ク
に
よ
る
調

乳
に
必
要
な
水
、
燃
料
、
哺
乳
瓶
が
不
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
平
時
の
育
児
に
も
利
便
性

が
高
く
、
防
災
上
の
観
点
か
ら
も
す
ぐ
れ
た

　
不
育
症
と
は
２
回
以
上
連
続
し
た
流
産
や

死
産
を
繰
り
返
し
、
赤
ち
ゃ
ん
を
授
か
る
こ

と
の
で
き
な
い
病
態
や
症
候
群
の
こ
と
で
あ

る
。

　
流
産
の
確
率
は
年
齢
と
と
も
に
上
が
る
た

め
、
晩
婚
や
晩
産
化
が
進
む
近
年
で
は
深
刻

な
問
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　
不
育
症
に
悩
む
方
に
対
し
正
確
な
情
報
を

提
供
し
、
心
理
的
及
び
医
学
的
な
相
談
を
行

い
、
患
者
支
援
の
取
組
を
行
っ
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

①
　
不
育
症
に
つ
い
て
本
市
で
は
ど
の
よ
う

な
認
識
を
持
っ
て
い
る
か
。

②
　
相
談
窓
口
の
周
知
啓
発
及
び
不
育
症
に

対
応
で
き
る
保
健
師
の
育
成
に
つ
い
て
、
見

解
を
伺
う
。

③
　
患
者
支
援
と
し
て
経
済
的
負
担
軽
減
を

図
り
、
治
療
を
受
け
や
す
く
す
る
不
育
症
の

治
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

①
　
お
子
さ
ん
の
誕
生
を
願
う
ご
夫
婦
に
と

っ
て
切
実
な
悩
み
で
あ
る
こ
と
は
充
分
に
認

識
し
て
い
る
。
調
査
研
究
が
進
み
、
現
在
で

は
不
育
症
の
８５
％
が
検
査
と
治
療
に
よ
っ
て

出
産
に
至
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

②
　
県
が
名
古
屋
大
学
で
実
施
し
て
い
る
不

妊
・
不
育
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
等
の
不
育
症

に
関
す
る
情
報
を
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
掲
載
す
る
。
ま
た
、
さ
ら
な
る
周
知
啓
発

不
育
症
患
者
の
支
援
に
つ
い
て間

宮

　文
枝（
公
明
党
）

災
害
時
に
お
け
る
協
定
や
備
蓄
品
に
つ
い
て

齊
藤

　裕
美（
公
明
党
）

保
健
セ
ン
タ
ー
長

防
災
環
境
部
次
長

に
つ
い
て
は
よ
り
良
い
方
法
を
考
え
て
い

く
。
不
育
症
の
相
談
等
の
対
応
に
は
、
専
門

的
な
技
術
と
知
識
が
必
要
。
県
の
相
談
セ
ン

タ
ー
で
は
専
門
医
師
や
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
に
よ
る
相
談
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
保

健
師
に
よ
る
対
応
は
難
し
い
と
考
え
る
。

③
　
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
不
育
症
治

療
費
の
助
成
事
業
実
施
に
向
け
て
検
討
し
て

い
く
。

も
の
と
考
え
る
。
し
か
し
、
乳
幼
児
が
口
に

す
る
も
の
で
あ
り
、
保
護
者
と
し
て
は
相
当

に
気
を
遣
う
も
の
で
あ
る
。
普
及
啓
発
と
備

蓄
、
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
先
進
地
の
取
組
や

販
売
後
の
普
及
状
況
を
見
極
め
、
多
く
の
情

報
を
得
た
上
で
考
え
て
い
く
。
ま
た
、
液
体

ミ
ル
ク
は
保
存
期
間
が
短
く
、
防
災
備
蓄
倉

庫
で
の
保
管
が
困
難
な
た
め
、
協
定
先
で
取

扱
い
事
業
者
を
探
し
、
確
保
や
備
蓄
方
法
等

を
検
討
し
て
い
く
。

　
財
政
が
厳
し
い
状
況
の
中
、
公
共
施
設
等

が
更
新
時
期
を
迎
え
る
も
、
建
替
え
や
改
修

に
踏
み
切
れ
な
い
と
い
う
課
題
に
、
多
く
の

地
方
公
共
団
体
が
直
面
し
て
い
る
。

　
本
市
で
は
「
北
名
古
屋
市
公
共
施
設
個
別

施
設
計
画
」
の
策
定
を
目
指
し
て
お
り
、
今

後
５０
年
の
施
設
の
あ
り
方
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
今
だ
か
ら
こ
そ
、
従
来
の
よ
う
な

子
ど
も
や
高
齢
者
等
特
定
の
対
象
者
で
あ
っ

た
り
、
単
一
の
目
的
と
い
っ
た
施
設
の
ま
ま

改
修
、
建
替
え
及
び
統
廃
合
を
す
る
の
で
は

な
く
、
縦
割
り
行
政
の
壁
を
撤
廃
し
、
総
合

的
な
見
地
か
ら
最
大
の
効
果
を
生
み
出
せ
る

複
合
施
設
の
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
こ

そ
が
公
共
施
設
の
更
新
費
用
を
抜
本
的
に
圧

縮
さ
せ
る
策
に
も
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
実

現
す
れ
ば
多
く
の
相
乗
効
果
も
期
待
で
き

る
。
そ
こ
で
、
総
工
事
費
の
削
減
を
図
る
う

え
で
、
ど
の
よ
う
な
統
廃
合
を
ど
の
よ
う
な

方
法
で
検
討
、
計
画
し
て
い
く
の
か
。

　
現
在
本
市
で
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
な

ど
に
対
応
し
、
施
設
の
複
合
化
や
統
廃
合
、

用
途
変
更
な
ど
を
行
い
、
身
の
丈
に
合
っ
た

施
設
規
模
と
施
設
総
量
の
適
正
化
、
ス
リ
ム

化
に
努
め
、
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
に
つ

な
が
る
公
共
施
設
個
別
施
設
計
画
の
策
定
作

業
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
際
、
様
々
な
部
署

の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
体

国
は
、
2
0
1
3
年
に
障
害
者
差
別
解
消
法

を
成
立
さ
せ
、
障
が
い
者
の
方
の
権
利
の
実

現
に
向
け
た
取
組
み
を
強
化
し
て
い
る
。
差

別
の
な
い
社
会
を
作
っ
て
い
く
上
で
、
自
治

体
は
公
共
施
設
の
整
備
が
不
可
欠
だ
と
考
え

る
。
そ
し
て
、
利
用
者
の
方
の
意
見
を
聴
く

こ
と
に
重
点
を
お
き
総
合
的
に
判
断
す
る
こ

と
が
重
要
と
思
う
。
全
国
で
の
数
多
く
の
自

治
体
や
関
係
団
体
が
行
っ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
に

は
、
施
設
内
の
誘
導
に
際
し
て
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
、
ス
ロ
ー
プ
の
勾

配
が
急
す
ぎ
て
上
が
れ
な
い
等
た
く
さ
ん
の

意
見
が
で
て
い
る
。
今
後
、
誰
も
が
利
用
し

や
す
い
公
共
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　　
障
が
い
の
あ
る
方
も
な
い
方
も
共
に
生
き

る
社
会
を
作
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
さ
れ
た

障
害
者
差
別
解
消
法
に
よ
り
、
地
方
公
共
団

体
は
差
別
の
解
消
に
率
先
し
て
取
り
組
む
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
平
成
18
年
に

制
定
さ
れ
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
施
行
以
降

に
新
た
に
建
設
し
た
公
共
施
設
は
、
安
心
し

て
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
。
以
前
に

建
設
さ
れ
た
施
設
に
つ
い
て
は
、
基
準
を
満

た
す
よ
う
補
助
金
等
の
活
用
に
よ
り
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
等
の
施
策
を
順
次
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
財
政
状
況
に
沿
っ
て
個
別
施
設
計
画

を
策
定
し
て
お
り
、
今
後
は
そ
の
計
画
に
基

公
共
施
設
の
整
備
に
つ
い
て川

渕

　康
宏（
日
本
共
産
党
）

公
共
施
設
の
統
廃
合
に
つ
い
て

清
水

　晃
治（
市
政
ク
ラ
ブ
）

副
市
長

副
市
長

づ
く
改
修
工
事
に
併
せ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

等
を
進
め
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
公
共
施
設

と
な
る
よ
う
取
組
ん
で
い
き
た
い
。

　・
滞
納
問
題
に
つ
い
て

制
で
の
検
討
を
考
え
て
い
る
。

　
公
共
施
設
の
複
合
化
は
コ
ス
ト
削
減
に
非

常
に
有
効
で
あ
り
、
今
後
施
設
の
所
管
部
署

と
調
整
を
図
り
、
総
合
的
に
取
組
む
こ
と
で

総
工
事
費
の
削
減
に
努
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
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国
の
政
策
が
方
針
転
換
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

北
名
古
屋
市
都
市
農
業
振
興
基
本
計
画

（
案
）
で
は
、
都
市
農
地
の
位
置
づ
け
が
宅

地
化
す
べ
き
も
の
か
ら
都
市
に
あ
る
べ
き
も

の
へ
と
変
わ
っ
た
が
、
農
業
者
の
み
の
力

で
、
都
市
農
業
の
振
興
を
図
る
の
は
極
め
て

困
難
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
都
市
農

業
は
市
民
に
と
っ
て
も
多
様
な
恩
恵
を
毎
日

の
暮
ら
し
の
中
で
享
受
し
て
い
る
こ
と
を
理

解
し
、
行
政
だ
け
で
な
く
市
民
も
含
め
皆
で

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き
得
る
こ
と
を
実
行

に
移
す
必
要
が
あ
る
こ
と
も
示
し
て
い
る
。

本
市
に
は
水
田
魚
道
で
、
ザ
リ
ガ
ニ
を
探
す

家
族
の
姿
等
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
農
業
の

大
切
さ
を
伝
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
資
源
は

豊
富
に
あ
る
と
考
え
る
。
行
政
と
し
て
都
市

農
業
の
振
興
に
向
け
、
何
が
必
要
と
考
え
る

か
。

　
北
名
古
屋
市
都
市
農
業
振

興
基
本
計
画
を
具
体
化
し
て

い
く
た
め
、
実
施
計
画
を
策

定
し
着
実
な
実
施
に
努
め
る

こ
と
が
都
市
農
業
振
興
に
繋

が
る
と
考
え
る
。
都
市
農
業

が
有
す
る
多
様
な
機
能
を
市

民
へ
情
報
発
信
し
、
関
心
が

高
ま
る
こ
と
で
地
産
地
消
を

促
し
た
い
。
営
農
に
見
合
う

①
　
本
市
の
小
中
学
校
に
お
け
る
感
染
症
の

発
生
状
況
は
。

②
　
学
校
保
健
安
全
法
に
お
け
る
、
学
年
・

学
級
閉
鎖
等
の
臨
時
休
業
の
規
定
は
。

③ 

小
中
学
校
の
学
年
・
学
級
閉
鎖
の
状
況

と
、
そ
の
場
合
の
授
業
時
間
の
確
保
は
。

④ 

小
中
学
校
に
お
け
る
感
染
症
予
防
の
取

組
み
は
。

⑤ 

本
市
で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
罹
患
後
、

医
療
機
関
に
よ
る
治
癒
証
明
書
の
提
出
が
必

要
だ
が
、
受
診
報
告
書
等
に
よ
り
出
席
を
認

め
る
よ
う
に
す
る
考
え
は
。

① 

本
年
１
月
の
感
染
症
発
生
状
況
は
、
小

学
校
で
は
感
染
症
が
7
1
5
人
、
そ
の
内
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
6
6
7
人
、
水
痘
17
人
な

ど
で
、
中
学
校
で
は
感
染
症
2
8
6
人
、
そ

の
う
ち
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
2
8
5
人
で
あ

っ
た
。

② 

学
校
保
健
安
全
法
第
２０
条
で
、
感
染
症

の
予
防
上
必
要
が
あ
る
際
は
、
臨
時
に
学
校

の
休
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
規
定
が
あ

り
、
そ
れ
を
受
け
、
学
校
管
理
規
則
第
5
条

で
そ
の
取
扱
い
を
校
長
に
委
ね
て
て
い
る
。

③ 

今
年
度
２
月
末
ま
で
は
、
学
年
閉
鎖
は

な
く
、
学
級
閉
鎖
は
小
学
校
10
ク
ラ
ス
、
中

学
校
4
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
。
余
裕
を
持
っ
た

授
業
日
数
の
年
間
計
画
を
立
て
て
い
る
た

め
、
授
業
時
間
数
の
不
足
は
な
い
。

学
校
に
お
け
る
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

上
野

　雅
美（
無
会
派
）

本
市
に
お
け
る
都
市
農
業
の
振
興
に
つ
い
て

阿
部

　武
史（
無
会
派
）

教
育
部
副
参
事

建
設
部
副
参
事

④ 

手
洗
い
、
う
が
い
等
の
励
行
や
毎
日
の

健
康
観
察
、
感
染
症
流
行
状
況
に
あ
わ
せ
た

集
団
行
事
の
延
期
や
中
止
等
の
予
防
対
策
を

行
っ
て
い
る
。

⑤ 

感
染
の
拡
大
、
蔓
延
を
防
止
す
る
た
め
、

引
き
続
き
簡
易
型
感
染
症
治
癒
証
明
の
提
出

を
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
つ
い
て
は
関
係
医
療
機
関
に
相
談

し
検
討
し
て
い
く
。

 
・
保
育
園
の
使
用
済
み
お
む
つ
の
持
ち
帰
り

に
つ
い
て

収
入
を
得
る
こ
と
で
、
都
市
農
業
の
振
興
と

農
地
の
適
切
な
保
全
が
図
ら
れ
る
と
考
え

る
。
ま
た
、
農
業
者
と
地
域
住
民
と
の
交
流

促
進
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
の
顔
見
知
り
が

増
え
、
災
害
時
で
の
助
け
合
い
や
防
犯
と
い

う
２
次
的
効
果
も
期
待
さ
れ
る
。
都
市
農
業

と
農
地
保
全
は
一
体
で
あ
る
た
め
、
基
本
計

画
に
基
づ
き
都
市
農
業
の
振
興
に
鋭
意
努
め

て
い
く
。

・
「
野
焼
き
」
に
対
す
る
住
民
へ
の
課
題
と

対
策
に
つ
い
て

・
「
野
焼
き
」
に
対
す
る
農
業
者
へ
の
課
題

と
対
策
に
つ
い
て

委員会における審査報告
～主な議案質疑内容を紹介します。～
予算決算常任委員会

平成３１年度一般会計予算について

議　員

歳入全般 ２０２０年から公共施設の長寿命化計画が始まるが、
とても自主財源だけではできないと感じている。来年
度で合併特例債等交付税措置の大きい地方債が終了す
るが、それにかわる財源は。

財務部

公共施設等適正管理推進事業債や緊急防災・減災事業債といった
有利な地方債を考えている。

議　員

歳入全般

森林環境譲与税は森林整備を目的に使うとされている
が、本市はどのように使う予定か。

財務部

本市では木材利用の促進普及のため、小・中学校の机や会議テー
ブル等を考えている。

議　員

総務費

自治会長のなり手不足が懸念されるが、その対策は何
か考えているか。

総務部

自治会長のなり手不足はどの自治体でも共通の課題。自治会長の
負担軽減等の方策を考えていく。

議　員

総務費

マイナンバーカードで住民票のコンビニ交付が１０月から
できるとのことだが、それ以外の具体的な使い道は。

総務部

電子申請で、妊娠届出書や児童手当の請求、課税証明書等の申請
書に使うことができる。

議　員

民生費

今年はゴールデンウィークが１０連休になるが、公立
の保育園及び児童クラブの対応は。

福祉部

公立の保育園及び児童クラブにおいて、この連休の開園の想
定はしていない。本市ではファミリー・サポート・センター
の利用を考えている。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

イラスト（厚生労働省HPより）
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国
の
政
策
が
方
針
転
換
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

北
名
古
屋
市
都
市
農
業
振
興
基
本
計
画

（
案
）
で
は
、
都
市
農
地
の
位
置
づ
け
が
宅

地
化
す
べ
き
も
の
か
ら
都
市
に
あ
る
べ
き
も

の
へ
と
変
わ
っ
た
が
、
農
業
者
の
み
の
力

で
、
都
市
農
業
の
振
興
を
図
る
の
は
極
め
て

困
難
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
都
市
農

業
は
市
民
に
と
っ
て
も
多
様
な
恩
恵
を
毎
日

の
暮
ら
し
の
中
で
享
受
し
て
い
る
こ
と
を
理

解
し
、
行
政
だ
け
で
な
く
市
民
も
含
め
皆
で

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き
得
る
こ
と
を
実
行

に
移
す
必
要
が
あ
る
こ
と
も
示
し
て
い
る
。

本
市
に
は
水
田
魚
道
で
、
ザ
リ
ガ
ニ
を
探
す

家
族
の
姿
等
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
農
業
の

大
切
さ
を
伝
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
資
源
は

豊
富
に
あ
る
と
考
え
る
。
行
政
と
し
て
都
市

農
業
の
振
興
に
向
け
、
何
が
必
要
と
考
え
る

か
。

　
北
名
古
屋
市
都
市
農
業
振

興
基
本
計
画
を
具
体
化
し
て

い
く
た
め
、
実
施
計
画
を
策

定
し
着
実
な
実
施
に
努
め
る

こ
と
が
都
市
農
業
振
興
に
繋

が
る
と
考
え
る
。
都
市
農
業

が
有
す
る
多
様
な
機
能
を
市

民
へ
情
報
発
信
し
、
関
心
が

高
ま
る
こ
と
で
地
産
地
消
を

促
し
た
い
。
営
農
に
見
合
う

①
　
本
市
の
小
中
学
校
に
お
け
る
感
染
症
の

発
生
状
況
は
。

②
　
学
校
保
健
安
全
法
に
お
け
る
、
学
年
・

学
級
閉
鎖
等
の
臨
時
休
業
の
規
定
は
。

③ 

小
中
学
校
の
学
年
・
学
級
閉
鎖
の
状
況

と
、
そ
の
場
合
の
授
業
時
間
の
確
保
は
。

④ 

小
中
学
校
に
お
け
る
感
染
症
予
防
の
取

組
み
は
。

⑤ 

本
市
で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
罹
患
後
、

医
療
機
関
に
よ
る
治
癒
証
明
書
の
提
出
が
必

要
だ
が
、
受
診
報
告
書
等
に
よ
り
出
席
を
認

め
る
よ
う
に
す
る
考
え
は
。

① 

本
年
１
月
の
感
染
症
発
生
状
況
は
、
小

学
校
で
は
感
染
症
が
7
1
5
人
、
そ
の
内
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
6
6
7
人
、
水
痘
17
人
な

ど
で
、
中
学
校
で
は
感
染
症
2
8
6
人
、
そ

の
う
ち
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
2
8
5
人
で
あ

っ
た
。

② 

学
校
保
健
安
全
法
第
２０
条
で
、
感
染
症

の
予
防
上
必
要
が
あ
る
際
は
、
臨
時
に
学
校

の
休
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
規
定
が
あ

り
、
そ
れ
を
受
け
、
学
校
管
理
規
則
第
5
条

で
そ
の
取
扱
い
を
校
長
に
委
ね
て
て
い
る
。

③ 

今
年
度
２
月
末
ま
で
は
、
学
年
閉
鎖
は

な
く
、
学
級
閉
鎖
は
小
学
校
10
ク
ラ
ス
、
中

学
校
4
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
。
余
裕
を
持
っ
た

授
業
日
数
の
年
間
計
画
を
立
て
て
い
る
た

め
、
授
業
時
間
数
の
不
足
は
な
い
。

学
校
に
お
け
る
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

上
野

　雅
美（
無
会
派
）

本
市
に
お
け
る
都
市
農
業
の
振
興
に
つ
い
て

阿
部

　武
史（
無
会
派
）

教
育
部
副
参
事

建
設
部
副
参
事

④ 

手
洗
い
、
う
が
い
等
の
励
行
や
毎
日
の

健
康
観
察
、
感
染
症
流
行
状
況
に
あ
わ
せ
た

集
団
行
事
の
延
期
や
中
止
等
の
予
防
対
策
を

行
っ
て
い
る
。

⑤ 

感
染
の
拡
大
、
蔓
延
を
防
止
す
る
た
め
、

引
き
続
き
簡
易
型
感
染
症
治
癒
証
明
の
提
出

を
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
つ
い
て
は
関
係
医
療
機
関
に
相
談

し
検
討
し
て
い
く
。

 

・
保
育
園
の
使
用
済
み
お
む
つ
の
持
ち
帰
り

に
つ
い
て

収
入
を
得
る
こ
と
で
、
都
市
農
業
の
振
興
と

農
地
の
適
切
な
保
全
が
図
ら
れ
る
と
考
え

る
。
ま
た
、
農
業
者
と
地
域
住
民
と
の
交
流

促
進
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
の
顔
見
知
り
が

増
え
、
災
害
時
で
の
助
け
合
い
や
防
犯
と
い

う
２
次
的
効
果
も
期
待
さ
れ
る
。
都
市
農
業

と
農
地
保
全
は
一
体
で
あ
る
た
め
、
基
本
計

画
に
基
づ
き
都
市
農
業
の
振
興
に
鋭
意
努
め

て
い
く
。

・
「
野
焼
き
」
に
対
す
る
住
民
へ
の
課
題
と

対
策
に
つ
い
て

・
「
野
焼
き
」
に
対
す
る
農
業
者
へ
の
課
題

と
対
策
に
つ
い
て

委員会における審査報告
～主な議案質疑内容を紹介します。～
予算決算常任委員会

平成３１年度一般会計予算について

議　員

歳入全般 ２０２０年から公共施設の長寿命化計画が始まるが、
とても自主財源だけではできないと感じている。来年
度で合併特例債等交付税措置の大きい地方債が終了す
るが、それにかわる財源は。

財務部

公共施設等適正管理推進事業債や緊急防災・減災事業債といった
有利な地方債を考えている。

議　員

歳入全般

森林環境譲与税は森林整備を目的に使うとされている
が、本市はどのように使う予定か。

財務部

本市では木材利用の促進普及のため、小・中学校の机や会議テー
ブル等を考えている。

議　員

総務費

自治会長のなり手不足が懸念されるが、その対策は何
か考えているか。

総務部

自治会長のなり手不足はどの自治体でも共通の課題。自治会長の
負担軽減等の方策を考えていく。

議　員

総務費

マイナンバーカードで住民票のコンビニ交付が１０月から
できるとのことだが、それ以外の具体的な使い道は。

総務部

電子申請で、妊娠届出書や児童手当の請求、課税証明書等の申請
書に使うことができる。

議　員

民生費

今年はゴールデンウィークが１０連休になるが、公立
の保育園及び児童クラブの対応は。

福祉部

公立の保育園及び児童クラブにおいて、この連休の開園の想
定はしていない。本市ではファミリー・サポート・センター
の利用を考えている。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

イラスト（厚生労働省HPより）
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平成３１年度北名古屋市公共下水道事業特別会計予算について

議案第14号　北名古屋市子育て支援センター設置条例の一部改正について

議案第22号　和解及び損害賠償の額の決定について

委員会における 審査報告 ～主な議案質疑内容を
　　　　　紹介します。～

予算決算常任委員会福祉教育常任委員会

議　員

民生費
老人クラブでは加入者の減少が課題となっていると聞
く。この現状を踏まえ、補助やサポートについてどの
ように考えるか。

福祉部

高齢者の就労増という社会的な要因によるものと考える。口
頭による勧誘等の効果が高いと思われる方法について、今後
も役員の方々と相談していく。

議　員

民生費

有名な水泳選手の白血病により、全国的にドナー登録
が増えている。本市におけるドナー助成事業の補助金
交付者数とドナー登録のＰＲ方法は。

市民健康部

３０年度は１名に補助金を交付している。ドナー登録につい
ては、献血会場やホームページ等でＰＲしている。

議　員

市内に５か所目となる健康ドーム子育て支援センター
について、ＮＰＯ法人に委託するとのことだが、どの
ような連携を図っていくのか。

　 福祉部

現在、健康ドームの子育て支援室を委託しているＮＰＯ法人に委託
し、今後も協力体制をとっていく。

議　員

今後、事故を起こさないようにするため、教職員への
周知、啓発をどのように取り組んでいくのか。

教育部

安全運転５原則などを、教職員が常に確認できるようにするとと
もに、会議などで安全運転の励行についての指導を徹底する。 議　員

農林水産費

レジャー農園のニーズは高いと感じるが、今後広げて
いく構想はあるか。

建設部

利用者の年齢層の変化により、時期によっては区画数が空い
てくる状況の中、周辺の宅地化による日陰等を考慮し、数を
増やすのではなく、所在地を市街化区域から調整区域への移
行を考えていく。

議　員

教育費

学校への非常勤講師の配置について、３１人という数
は、近隣市と比較して、妥当な数字なのか。

教育部

近隣市の状況として、１校あたり１.４～１.８人だが、本市は１.９人
になる。さらに、英語専科の先生を加えると１校あたり２.２人にな
り、きめ細やかな指導にあたっている。

議　員

教育費

消費税が８％から１０％に上がることで、下水道使用料にど
のような影響があるか。また、増税の見送りの考えは。

建設部

全体の増額として２５０万円を想定している。公共下水道事
業特別会計は消費税を一般の法人と同様、国に支払う義務が
ある。市の税金等で負担するのではなく、使われた方に一律
に負担していただくのが公平の原則と考える。

清水委員桂川委員長瀬委員黒川委員浅利副委員長猶木委員長 川渕委員

その他沢山の貴重な
ご意見、ご提案をいただきました。
今後の議会運営に役立てて
いきたいと思います。

市議会モニター意見箱
～第1回 定例会～

傍聴者が
多く、
意見交換が
できた。

発言
している人が
いつも
同じように
感じる。

ご
意
見
箱

会議資料を
傍聴者に
わかりやすくして
ほしい。
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ては、献血会場やホームページ等でＰＲしている。

議　員

市内に５か所目となる健康ドーム子育て支援センター
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建設部
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増やすのではなく、所在地を市街化区域から調整区域への移
行を考えていく。
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学校への非常勤講師の配置について、３１人という数
は、近隣市と比較して、妥当な数字なのか。

教育部

近隣市の状況として、１校あたり１.４～１.８人だが、本市は１.９人
になる。さらに、英語専科の先生を加えると１校あたり２.２人にな
り、きめ細やかな指導にあたっている。
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消費税が８％から１０％に上がることで、下水道使用料にど
のような影響があるか。また、増税の見送りの考えは。

建設部

全体の増額として２５０万円を想定している。公共下水道事
業特別会計は消費税を一般の法人と同様、国に支払う義務が
ある。市の税金等で負担するのではなく、使われた方に一律
に負担していただくのが公平の原則と考える。

清水委員桂川委員長瀬委員黒川委員浅利副委員長猶木委員長 川渕委員

その他沢山の貴重な
ご意見、ご提案をいただきました。
今後の議会運営に役立てて
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できた。
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議案第21号　北名古屋市下水道条例の一部改正について

委員会における審査報告
～主な議案質疑内容を紹介します。～

総務常任委員会

建設常任委員会

議　員

消費税増税により下水道の使用料が２％上がる。１世帯当
たり年間でどれぐらいの負担増となるのか。

建設部

１世帯当たり年間で約６２０円、月単位では約５２円の増加
となる。

議案第11号　北名古屋市職員の給与に関する条例の一部改正について

議　員

今回の改正により、職員は５５歳を超えると、勤務成
績が極めて良いと認められない限り昇給しないことに
なるが、職員のモチベーションに影響しないか。

総務部

近隣の自治体の昇給運用に併せた改正である。本市では平成
２８年度より人事評価制度を始めており、人材育成に努めて
いる。

渡邉麻衣子委員 福岡委員阿部委員渡邊幸子委員永津委員間宮副委員長神田委員長

梅村委員 熊澤委員齊藤委員上野委員大野委員井上副委員長沢田委員長

　北名古屋市議会では開かれた議会への推
進を図るため、議会だより『きたしる』が
スマートフォン等のアプリ【マチイロ】で
も閲覧できるようにしました。

注意事項
※アプリは無料で利用できますが、通信料がかかります。（通信機器
　のご利用プランごとに異なります。）
※アプリ画面上に表示される広告は、株式会社ホープが募集し掲載し
　ているもので、その内容は北名古屋市議会とは関係ありません。

利用方法
１．右のQRコードから、またはApp StoreやGoogle playにて「マチイロ」と検索して、アプリをダ
　　ウンロードしてください。
２．インストールした後、性別、生年月日、お住いの地域などの個人設定を行ってください。

議会だよりがアプリで読めるようになりました。

ios版 Android版

　本会議・委員会開催日（P２０定例会の予定参考）に、市役所東
庁舎４階東エレベーター前で傍聴受付を行います。本会議の受付時
間は、本会議、委員会とも会議開始３０分前からとなります。

本会議・委員会を傍聴してみませんか

※委員会は先着１０名となりますのでご了承ください。
第１委員会室 本会議場

この作品は、「北名古屋市の日の出」というテーマで
名古屋芸術大学の学生さんに描いていただきました。

表紙紹介 伊藤　里穂さん
(名古屋芸術大学４年)

作者本人イラスト
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編 集 後 記

令和元年第２回臨時会の予定

令和元年第２回定例会の予定　

【請願書・陳情書
の提出について】
第２回定例会の審査
対象となる請願書・
陳情書の提出期限
は、５月２４日(金)
の午後５時(予定)で
す。詳しくは、議会
事務局までお問い合
わせください。

本会議（初日）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

予算決算常任委員会

福祉教育常任委員会

建設常任委員会

総務常任委員会

鉄道連続立体交差事業等検討特別委員会

本会議（最終日）

６月４日（火）

６月１３日（木）

６月１４日（金）

６月１７日（月）

６月１８日（火）

６月１９日（水）

６月２０日（木）

６月２１日（金）

６月２６日（水）

本会議５月１５日（水）

　今号の議会だよりは予算特集です。『令和元年度のまちづくり』について、市民の
皆様にもっと判りやすくお伝えできるように、全頁オールカラーを採用致しました。
広報委員会として編集を始めて一年が経ちましたが、これからも市議会のことをもっ
と身近に感じて頂けるように努力して参りますので、何卒よろしくお願い致します。

北名古屋市議会だより vol.65

≪皆さんの声をお聞かせください≫
　議会だよりをより充実させるため、
皆様からのご意見ご感想をお聞かせください。

●メール　  giji@city.kitanagoya.lg.jp
●ＦＡＸ　（0568）23-3140

議会事務局
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